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本 書 は昨47年11月 か ら12月 にかけて,当 協会が派遣 した遠隔情報処 理海外調

査団(団 長 古河潤 当協会 専務理 事)が,ド イツ連邦共和国の教育科 学省を訪

問 した際,入 手 した表記の報告書 を当協会が翻訳 した もので ある。

本報 告書 は医学分野 にお け るデータ処理適用の重要性 にかんがみ,連 邦教育科

学省がハ ノーバー医科大学の シュナイダー教授 に依頼 して 「医学 におけ るデータ

処理」専門委員会委 員,連 邦青 少年,家 庭,保 健省の代表,連 邦 数州の保 健 ・社

会省代表 な らびに医学データ処 理分野の担当専門科学者の詳 細な討論 をまとめあ

げ1972年5月 に発表 した もので ある。

本書 の内容 は,わ が国の関係者 に とって も参考 になるところが大 きい と考 えら

れ るので ドイツ連邦共和国 ・教育科学省の了承 を得て ここに邦訳版 を刊行 す るこ

とに した もので ある。

昭和48年3月

財団法人 日本経営情報開発協会
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本報告書は連邦教育 科学省が助成す る計画に関す る研究報告 をと りまとめた も

のであ る。

報告 の内容 については著 者がその責任 を負 うもので ある。

連邦 教育科学省 は,内 容 の正確 さ,正 当さ及 び完 全性,並 びに第三 者の私的権利

の尊重 について何 らの責任 を負 うものではない。
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B・ シ ュ ナイ ダー 教 授

本報告書は ドイツ連邦共和国 ・教育科学者 の了承

を得 て,当 協会が翻訳 して刊行す る もので ある。
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豆
本 報告 書 は,医 学 に お け るデー タ処 理 の 実 情 を述べ,同 時 に促 進措 置 の提 案 を呈 示 し た もので あ る。

これ らの 提案 の意 図 す る と ころは,研 究 技 術 開 発,デ モ ンス トレー シ ョン各 プロ ジ ェ ク ト等 て盤
へ 、

＼

的保 健 分野 に お け るデー タ処 理の 導入,並 び に幅広 い利用 にっ な が る もの を支 持 す る こ とに あ る。 こ ㍉ ・、..＼

の た めに は,特 に,特 別 な周辺 機 器,特 別 な 医学 目的 の た めの特別 デ ータ処 理 システ ム,更 に イ ンテ

グ レー トされ,モ デ ュ ラー(modular)構 造 の情 報 シス テム の開 発 が必 要 で あ る。

序 言

以 下 の研究 は,連 邦教 育 科学 省 の依頼 に基 づ き,「 医学 に おけ るデー タ処理 」専 門 委員 会 の委員 が,

デー タ処 理専 門 答 申 の枠 内で 作成 した もので あ り,計 画 され る助 成措 置 に対 す る判 断 資 料 として用 い

られ るべ き もの で あ る。

以 下の 内容 は,「 医学 にお け るデー タ処 理 」専 門 委員会 委 員,連 邦 青 少年 ・家 庭 ・保 健 省 の代 表,

連 邦 数州 の保健 ・社 会省 代表 並 び に医学 デ ータ処理 分 野 の担 当専 門科 学者 の詳 細 なディスカッションに 従

っ て作成 され た もの で あ る。本 文 に つ い て数 多 くの ご指摘 を得,そ れ ぞれ考 慮 させ て 頂 い たが,関 係

各 位に心 か ら感 謝 申 し上 げ る次第 で あ る。 特 に,詳 細 な 寄稿 をお よせ 下 さったDr.Giere(Wies-

baden),Prof.Dr.Jahn(Berlin),Dr.Schafer(Kassel)及 びProf .

Dr・Wagner(Heidelerg)の 各 氏 にお礼 申 し上 げ る次第 で あ る。

口
医学 に おけ る データ処 理 の 現状 調 査 に よ り,こ れ迄 実 施 され た研 究 ・開発 作 業 及 び実現 され た パ イ

ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェク ト並 びにモ デ ル計 画 によ って,医 学 に おけ るデー タ処 理 の幅広 い 利用 に関 す る重

要 な基 礎 が作 られ て お り,か つ,そ の利用 の可 能性,限 界 が明 らかにな った等 の こ とが,示 され る に

至 った。 これ迄 の ところ,勿 論,一 般 保 健 に対 す る特 筆すべ き突 破 口 をデ ー タ処 理 が見 出 した とは 言

えな い。 デ ータ処理 に関 連 した保 健分野 の開 拓 とい う点で は,新 しい,効 果 的 な診 断,療 法処 置 の 導

入,一 般 的保 健 関係 の本質 的 合 理化 とい っ た こ とが期 待 され る。特 に,次 の分 野 で は,デ ー タ処理 の

利用 に よっ て著 しい成 果 が達 成 され うるで あ ろ う。

1.専 門 医療 行 為 の 枠 内 で:

一 実 験 診 断学 の分 野

一 原 子 力 医学 の 分野

一 一機械 診 断 学 及 び 一 般 バ イオ シグナル(Biosi
gna1)処 理 の分 野
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一 医 師の診 断 ・療 法援助 に お いて

一 特 別 医療装 置 に お いて(例 えば
,甲 状 腺 診 断,レ ン トゲ ン診 断,特 殊 実 験 診 断,集 中 看 護(in-

tensive),モ ニ タ リ ング,療 法 援助 一 放 射 線量 計算,バ ラン ス等 一)。

2.患 者 看護 の組織 ・管理 目的 の枠 内 で:

一 病 院管 理 分 野

}病 院 の 機能 コ ン トロー ル

ー 予 防検 査
,予 防医学 の 目的

一 病院 間
,病 院 ・診 療所 間 の情 報 の 流れ の イ ンテ グ レー シ ョン

3.超 地域 的な 医学 情 報 ・報 告 システ ム の枠 内で:

一 資料 ・記 録

一 特 殊 な危 険 の情 報 シス テム(例 え ば
,中 毒,稀 な病 気,困 難 な診 断)

一 医薬 品監 視

一 一般 的健 康政 策 に 関す る重 要 デー タ ・バ ンク(例 えば
,診 断統 計)

これ らの 分野 にお い て は,目 的 を明 確 に した促進 によ って,デ ー タ処 理 の利 用 を開拓 してい くべ き

で あ り,そ の 場合,3種 類 の促 進 プ ロジ ェク トが実施 され ると考 え られ る。

1.特 別 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの 促 進

2.技 術 開 発 プ ロ ジ ェ ク トの 促 進

3.デ モ ンス ト レ ー シ ョ ン ・プ ロ ジ ェ ク トの 促 進

研 究 プロ ジ ェ ク トに よ って:

一 患者 看護 の枠 内 にお け るマ ネジメ ン トの問 題 及 び特 別 医学 的 な 問題 にお け るデー タ処理 利 用 の可

能性を明確にし,それに伴ない,データ処理利用の可能性 実用性に関する提案を行ない(定 義段

階),

一 デ ータ 処理 利用 の枠 内で 発 生す る特別 な研 究課 題 を解 決 し(例 え ば
,医 学 用語 の標 準化,デ ー タ

処 理 診 断 又は療 法 に お け る デー タ処 理 利用 に関 す る生理学 的基 礎研 究),

一 デー タ処 理 利用 に関 す る技 術 的
,組 織 的 諸 条件 の検 討 ・解 明 を行な うべ きで あ ろ う。

開 発 プ ロ ジェ ク トにお いて は,特 に,実 用 的,か っ,合 理的 な デー タ処理 利 用 を 可能 とす る新 しい

デー タ処理 機 器 を作成 す る。 この開 発 の特 別 な重 点 は,ま ず,次 の よ うな 分野 に お かれ よ う:

一 病 院 及 び診 療所用 ⑳ 実用 的
,操 作 容 易 な,ま た,安 価 な デー タ端 末機 器 の開発。

一 特 殊 医学 目的用 特 別 プロセ ス計 算 機及 び小型 計 算 機の 開発
。

-DP装 置 と測定 機 器 間 の特別 電子 連 結 機 器 の開 発(Jr
ansducer)。

一 医学 利用用 特 殊 ソ フ トウエ ア・パッケー ジ及 び デ ータ補 助材 の 開発(様 式 書 式
,ア イデ ンテ ィ

＼
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フィケ ー シ ョン ・シ ス テム)。

選 択 され た デ モ ン ス トレー シ ョン ・プ ロ ジェ ク トの促進 に よ って,医 学 にお け る特 殊DP利 用 の実

用性 を デ モ ンス トレー トし,そ れ に よ り,幅 広 い応用 範 囲 にお け るDP利 用 の イ ノペ ー シ ・ ンに寄与

させ る こ とがで きよ う。 そ の場 合,特 に処置 の経 済 性 と,最 大 のttMultipliereffect"を

達 成 す るよ う留意 され る。 当面 の と ころ,デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロジ ェ ク トが,必 要,か つ有 望

な分 野 と して は次 の もの があ げ られ る。

一 一般 病院 の デ ー タ処 理 コン トロール ・シス テ ム

ー 種 々 の病 院 間の 情 報 の流 れ を統 合 す るシス テ ム

『 一 般診 療 所
,病 院,保 健 磯 間 の情 報の 流れ を統 合 す る システ ム 「..

一 予 防 検査 に お け るデ ー タ処 理 の利用

これ らの プ ロジ ェク トを補 完 す る意味 か ら,医 学 的 デー タ処理 にお け る教 育 訓練 を特 に促進 すべ き

で あ ろ う。 こ うし た教 育訓 練 の 促 進に よっ て,一 方 にお い て 医師 及 び看 護 に たず さわ る者 が デー タ処

理 の方 法 に習 熟す る と同時 に,他 方 にお いて は,デ ー タ処理 の 専 門 操作要 員 を確 保 して いか な け れ ば

な らな い。 教 育訓 練 の 役割 は,研 究,開 発,デ モ ン ス トレー シ ョン各 プ ロ ジ ェク トと合 目的 々に調 整

され る。

プロ ジ ェク.トの実現 は,連 邦 政府 第2次 デー タ処理 計画 の プロ ジ ェク ト担 当者 に関 す る提 案 に応 じ

て 行な わ れ る もの で あ る。 その 際,部 分 プ ロ ジェ ク トの 調整 とい う点 に,特 に定義 段階 と実 現 段 階 の

最適 な結合 を考慮 しな が ら,留 意 してい くこ と とな る。
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1 調 査 の 目 的

以下 の調 査 は,医 学 関 係 にお け るデ ー タ処理 の 現状 に関 す る概 況 を示 し,最 近数 年 間 の発 展 方 向か

ら,将 来 の発 展 に関す る予 測 を導 き出 そ う とす る もの で あ るご この予 測に基 づ き更 に,プ ロ ジェ ク ト

促進 の ため に 以後 の 提案 を提示 す る。 本 調 査 は 医学 関係 にお け るデ ータ処理 利 用 の ため の 目的 志 向 的

促 進措 置 の 決 定 に 資 しよ うとす る もの で あ る。

デー タ処理 の利 用 分野 としては 医学 の全 分野 を考 えて お り,こ れ は次 の3っ の課 題 に分 け ら れ る。

1.特 殊 医 療行 為 に お け る課題

2.患 者 看 護 に お け る組織 ・マネ ジメ ン トの課 題

3、 超地 域 的 医学 的 情報 ・記録課 題

連 邦共 和 国 の 医学 部 医 科大学 及 び医学 研 究 の領 域 にお け る これか らの 発 展可 能性 及 び デー タ処理

の現状 は,最 近,DFG(ド イ ツ学 術研 究協 会)か ら出 さ れた 意見 書 が,詳 細 に取 り扱 って お り国 の

助 成措 置 に 対 す る勧 告 も付 記 され てい る。 これ らの勧 告 は,研 究,大 学各 機関 に とっ て は歓 迎 すべ き

もの で あ る。 然 しな が ら,こ れ の外 に,一 般 的,公 的 な保 健 とい った もの を一 緒 に この助 成 の中 に と

り入 れ,デ ー タ処 理 の有 意 義な 利用 へ 導 くこ とは緊 急 に必 要 な こ とと考 え られ る。

これ につ い ては 種 々の理 由 があ げ られ よ う。

a)最 近数 年 間 にお いて,専 門大学 の研 究者 グル ー プ,研 究所 及 び データ処 理産 業等 で,著 しい 開

発 作 業 が な され た。 これ ら開 発 作業 の結 果,特 別 な利 用 分野,特 に臨 床 ・化学 実験 に お い て,ま

た,原 子 力 医学,機 能診 断 等 にお いて,デ ー タ処 理 利 用 に 関す る有用 な モ デル設 備 が行 なわれ る

よ うに な って い る。 そ の他 の 分野,例 えば 医学 的 記録 資料 記 録,病 院情 報 シス テ ム等 にお い て

は,確 か に有 望 な部 分 的結 果 が存 在 して い るが,こ れ らの分 野 にお け るデ ー タ処 理 の実 用 的 な確

固 と した 利用 は,ま た,達 成 され てい な い。 しか しな が ら,こ れ迄の結 果 か ら,デ ータ 処理 は,

特 別 な課 題 の設定 とい うこ とか らして,医 療 行為 の分 野 に おい て も,ま た,患 者 看 護 の組 織 的 問

題 にっ いて も,著 し く新 しい助 け とな り得,か っ,そ の 場合 医学の大 きな 進歩 にっ な が るこ とが

明 らか となっ た。 今 や,こ れ ら第1の 開 発結 果 を実 際 に利 用 し,そ れ が 医学 の 広い 分 野 にお け る

デ ータ処 理 の 導入 に寄 与で きる時期 とな っ て い る。

b)一 般的,公 共的 な保 健 関係 にっ いて は,将 来大 きな 新 しい問題 を克 服 して い くこ とに な る。 即

ち,そ れ は,構 造 的,方 法 的な 変 更 と,更 には,新 しい高 性 能 な手段 の利 用 が必 要 とな る とい う

こ とで あ る。 ここで 特 に指摘 され る問題 は,各 州 の病 院計 画 及 び病院 資金 法 に応 じた 病 院 制度 の

構 造 改革 にお け る問題,並 び に,予 防 医学,予 防 ・早期 発 見検 診及 び環 境 改 善 の新 しい 問題 で あ

る。 これ らの 問題 を満 足 の い くよ う解 決 す る こと は,医 学 分野 におけ る,方 法 的,か っ,人 事 的
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な 降路 に よ って,全 く不 可 能 とまで はい か な くと も 著 し く困 難 とな る。 こ うした降 路 を克 服 す る

場 合,コ ン ピェ一 夕 が傑 出 し た役 割 りを 果す こ とがで きるだ ろ うと期 待 され る(連 邦 政府 の保健

報 告 を 参照)。 この た めに は,医 学 の枠 内 にお け るデ ータ処 理 利 用 の将 来 の研 究 ・開 発 作業 に関

す る広 範 囲な 計画立 案 をす るこ とが必 要 で あ る。 更 に,一 般的,公 共 的保 健 関 係の 綿 密 に選 択 さ

れ た数件 の プ ロ ジェク トに関 連 して モデ ル調 査 を実施 しな けれ ばな らな い。 この調 査 に おい て は,

可 能,か つ,最 適 な組 織形 態 及 び デ ー タ処 理 の利 用 分 野 に関 して,調 査,検 討 す る。

c)ま た,コ ン ピュ ータ技 術 の枠 内に お い て も,コ ン ピ ュー タの幅 広 い,柔 軟 な 利用 に っ なが る新

し い開発 が進 行 中 で あ る。 これ らの開発 は ハ ー ドウエ アにお い て も一(こ こで は,種 々異 なっ た,

しか し,相 互 に調 和 した コ ン ピュー タ シス テ ムの よ り大 きな スペクトル,イ ンプッレケ ゥ トプ ッ ト並

び に各種 機 器 の結 合 の新 しい 可能 性 が 開発 され る)一,ま た,ソ フ トウエ アにお いて も一(

こ こで は ユー ザ ーが満 足 す るプ ロ グ ラム言 語 及 び 一連 の オペ レー シ ョナル ・プロ グラ ム及 び利用

プ ログ ラム,応 用 プ ログ ラム が使 用 され る)一 該当す る もので あ る。

d)最 後 に,医 師,患 者 の両者 いずれ も,コ ン ピュ ー タ利 用 に大 き く手 を広 げ,充 分 な 準備 態勢 を

整 えて い る。 この 態 勢 は体系 的 な,広 く計 画 され た教 育 に よっ て促 進 され,ま た,デ ータ 処理利

用 の 合理 的 可 能性 の開 発,デ モ ンス トレー シ ョンに よ って 失 望 か ら守 られ るべ き もの で あ る。

従 って,以 上 を総 括 す る と,医 学 の領 域 で も,ま た,デ ータ処 理技 術 の領域 に おい て も,広 い利用

の前 提 が っ く られ てい る こ とが認 め られ る。 今 後,我 々の 社会 にお い て,医 学 の将 来 の問題 が,充

分 に,か つ,広 汎 に解 決 され る とす るな らば,こ う した利用 が緊急 の必 要事 で あ る。 従 って,医 学 に

お け る デ ータ処理 分 野 で,研 究 ・開 発 を前進 させ,そ し て また綿 密 に選択 した デモ ンス トレーシ ョン

・プ ロ ジ ェ ク ト及 びモ デル計 画 によ って合理 的な 利 用 可 能性 を明示 す る点 に,一 般 の関 心 及 び必要 性

があ る。

一2一



2.医 学 にお け るデ ー タ処 理 の現 状

医学 にお け るデ ー タ処理 の推 移 を,行 政 管理 ・産業 にお け るそれ と比 較 す ると,次 の こ とに 気 がつ

く。即 ち,医 学 に おいて は,コ ンピ ュータ が その基 盤 を確 保す るこ とが難 し く,ま た,デ ー タ処理 の

応 用 は,現 在,産 業 ・行 政 管理 に比 べ て非常 に遅 れてい るとい う こ とで あ る。 これ につ いて は種 々の

原 因 が あ げ られ うるが,本 質 的 には3っ の主要 点 に要約 す るこ とが で きる。

a)技 術 的 な理 由:

デー タ処理 のユ ニ ッ トは,こ れ迄 殆 ん ど,行 政 管理 及 び産 業 にお け る利 用 とい う方 向 づ け をな

されて い た。 この形 で は,医 学 の分 野 で最適 な利 用 をはか る こ とはで きな い。

医学 に お け る普遍 的 な利 用の 場合,技 術(特 に イ ン プッ ト/ア ウ トプ ッ トの 可能 性並 び に種 々

の機 器 の結 合方 法)及 び プ ロ グラムの よ り大 きな 柔軟 性 が前 提 とな る。

b)構 造 的な 理 由:

医学 機 関(病 院,診 療 所,公 共保 健 機関)の 組 織 ・機 能構 造 は,大 体 におい て イ ンデ ィ ビデ ュ

ア ルな 作業 様 式の 方 向 が強 くな って いた の で あ る。 即 ち,概 念 的及 び組織 的な 構造 形 態 とい った

客 観 化 及 び計 量化 とい っ た場合 に考 え られ る もの で,同 時 に プ ログ ラム化 され,デ ー タ処理 ユ ニ

ッ トに よ って実 施 され う る もの が欠 けて い る。 そ うした客 観 化 可能 の構 造 は,し か し,単 に デ ー

タ処理 に 必要 な だけ で は な く,医 学 が 現代 社会 にお け る多 様 な,新 しい使 命 を遂 行 し う るた めの

不可 欠 の条 件 で もあ る。 それ 故,概 念及 び機 能過程 の標準 化 は将来 に おい て 必要 な 課題 で あ る。

しか し,こ の 場 合,こ の標 準 化 に よって,患 者 の個 人的 な処 置 要求 と医師 ・患 者 間 の人 間関 係が

阻 害 されな い よ う留 意 しな けれ ばな らない。

c)心 理 的 な理 由:

これ 迄数 多 くの 医 師及 び医学 関係 助手 が,コ ンピ ュータ の 利 用に対 して,か な り,留 保 的な 姿

勢 を とって い た。 こ うした 姿勢 はや っ と,趣 く最 近 にな っ て変 化して来 た。多 くの 医 師,同 時 に,

ま た,患 者 の頭 の 中 には,コ ン ピュー タに よ る医学 の 「人 間性 喪失 」 に対 す る恐 れ があ った し,

また,現 在 もあ る。 この こ とは,多 くの 医師 が,コ ンピ ュ ー タの新 し い技 術 に対す る理 解 を全 く

持 って いな いか,あ ま り持 っ ていな い こ とに起 因 す るので あ る。

こ うした 困難 及 び抵 抗 は,具 体的 な既 設 の情 報,教 育,デ モ ンス トレー シ ョンに よ っての み排

除 で きる もので あ る。
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d)人 的理 由:

これ迄,医 学 に お け るデー タ処 理 の 特殊 な 問題 性 をマ ス ター し,医 学 にお け るデー タ処 理 ユ ニ

ッ トを広 範囲 にプ ログ ラ ミン グし,そ れ を運 用 で き る者が,殆 ん どい な い。 これに よ って 妥 当な

プ ログラ ム及 びオペ レー シ ョ ンの各 システ ムの 開発 がお くれ た だ けで な く,デ ー タ処 理 ユニ ッ ト

の病 院 内利 用 も著 し く妨 げ られ てい る。 この ため,適 格 なDP要 員 の教 育 一 他 の 分 野 と同様 な

一 は医学 にお いて も
,緊 急,か つ重 要 な 問題 で あ る。

こ うした様 々 な抵抗 及 び困 難 は,結 局 これ 迄,コ ン ピ ュータ が医学 に関 して は,特 に有 利 な条件 が

あ ると ころで のみ,用 い られ る とい う状況 を招 い た。 この こ とは,ド イ ツ陥お け る医学研 究 医学 部

科 につ い て言 え る こ とであ る。 医学 の他 の分 野 に お け るデ ー タ処 理 の 利用 は,個 々の数 少 な い イニ シ

アテ ィブに限 られ るよ うで あ る。 一 般 病院 に関 して は,ド イ ツ病 院研 究所 調 査 に よ る と,「 大 型ED

P装 置 は無 きに等 しい 」状 態で あ る。

診 療 所 の方 に 目を転 ず ると,こ こも類似 の状 況 で あ る。 極 く限 られ た特 殊 な2～3の サ ー ビス機関,

例 えば,ヴ ィ ースバ ー デ ンの ドィ ッ診 断学 ク リニ ックで コ ン ピ ュー タ利用 が実 現 され るに至 っ ただ け

で あ る。

21医 学研究関係及 び専門大学 におけ るデータ処理の現状

大 学 医学 部 及 び医科 専 門大学 につ い て は,既 述 の ドイツ学 術 研 究 協 会 意 見 書 が詳 細 に 報 告 して

い る。 これ に よ ると専 門 大学 におけ る デー タ処理 の発 展 にっ い ては,専 ら2種 類 の機 関 が責 任 を有 し

てい る。

医学統計・記録に関する新設講座及び医学における新しいバイオメディカルな技術の導入(原 子力医

学,臨 床化学,神 経生理学,循 環系研究等)を はかる新しい講座並びに研究所。

これ らの 講座 及 び研 究所 か ら,医 学 にお け るデ ー タ処理 の諸 問題 が 重点 的 に処 理 され た。 そ の際,

医学情 報 シス テ ム とコ ン ビ。ユ ータ ・ダ ィア グノ ステ ィクの問題 は,主 として 医学 記録 ・統 計 の専 門分

野 か ら,他 方,バ イオ シ グナル処 理 及 び ス ペ シ ャル ・ダィ ァ グノ ス テ ィク の問題(例 え ば,甲 状腺 診

断,EKG診 断,EEC診 断)は,適 当 な専 門講 座 か らそ れ ぞれ 調 査 され た。 これ らの研 究 開 発 課題 の

枠 につ いて は,大 部分 の大学 医学 部 及 び専 門 医学 大 学 にお いて も,デ ー タ処理 ユ ニ ッ トは設置 され る

か,少 くと も発 注 され てい る。 表1は,ド ィ ッの大 学 医学 部 に現 存 す るデ ー タ処理 ユ ニ ッ トと,そ れ

に よっ て取 り組 まれ てい る特別 な 課 題 を示 した もので あ る。(1971年 末現 在)
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表1.ド イツ連邦共和国大学その他科学機関における医学関係データ処理

大学 ・専門大学
'ユ ニ

ッ ト 課 題 責 任 者

ア ー ヘ ン IBM379/]35 管理 問 題,医 学 記録 ・統 計,バ イ オメデ レ ツプゲ ス教 授

(計 画中) イカル 技 術の 重 点

ベ ル リ ン ジー メ ン ス ベ ー シ ッ ク ・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン,管 フッ クス教 授

400ψ5
,

理領 域,臨 床 情 報 シス テ ム,医 学統 計

IBM1800 レ ン トゲ ン診 断,薬 量 計算,原 子 力 医学 オ エー ザ ー教 授

ボ ン IBM36》%5 管理 業 務,高 度 プ ロ グ ラム用語 の教育 シ

,

オ ー バ ー ホ ッ フ

大学 計 算 セ ン タ ー ス テ ム,記 録 ・統 計 アー教 授

と共用

ジ ー メ ン ス305 原 子 力 医学,オ ン ライ ン ・デー タ把握 及 ヴ ィ ン ク ラ 一 致

び診 断(連 邦教 育科 学 省DPプ ロ ジ ェク 授

ト)

デ ユ ッ セ ル ドル テ レフ ン ケ ン ・ハ 管理 問 題,サ ー ビス機関 の記録,神 経外 ク ー レ ン ダ ー ル

フ イ ブ リッ ド ・シ ス 科における重症者監視(連 邦教育科学省 教授

テム,TR86 DPプ ロ ジ ェ ク ト)

エ ル ラ ンゲ ン ジー メ ン ス305 患者 収 容 及 び管 理 問題(ジ ー メ ンス社 の デ ー ム リング教

デ モ ン ス トレ ー シ ョン ・プ ロ ジ ェ ク ト) 授

フ ラ ン ク フ ル ト 臨 床 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム 準 備
'

中(デ ー タ処 理 企 画 ・組 織 研 究 グループ),

医学概念記録 ・標準化作業 ライバ ー教授

ジ ー メ ン ス 『305 特別研究分野 「神経精神病学とEDP」 ボ ッ ホ ニ ッ ク教

(要 求済) 授

フ ラ イ ブル ク IBM1130及 び ベ ー シ ッ ク ・ ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン,及 ヴ ァル ター教 授

大学 計 算 セ ン ター び医学統計,神 経生理学的測定のオンラ ユ ン グ教 授

のIBM1130と イン評価,精 神神経学的測定の評価

Interfaceを

利用 1
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大学 ・専門大学 ユ ニ ッ ト 課 題 責 任 者

ギ ー セ ン 大学 計算 ユニ ッ ト 記 録 ・医学統 計,臨 床情 報 シス テム,フ ドウ ー デ ッ ク教

の共同利用 オ ノカル デ ィオ グラ フ評 価(連 邦教 授科 授

学省 のDPプ ロジ ェク ト)

ゲ ッ テ ィ ン ゲ ン ジ ー メ ン ス 臨床情報システム(収 容 実績把握 記 プ リ ッ シ ュ コル

4004/35 録),管 理 問 題,放 射 線許 容量 計算, ン教授

IBM1130と 実験室自動化 法医学
.

Interface

ハ ン ブ ル ク TR86 ベ ー シ ッ ク ・ ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン,医 フ ェ ル ト マ ン

大学 計算 セ ンタ ー 学統計

TR440共 用

ハ ノ ー バ ー IBM36碗7 臨 床情 報 シ ステ ム(収 容,実 績 把 握,病 ラ イ ヒ ェ ル ツ教

院 管 理),記 録,管 理 問題 授,シ ュ ナ イ ダ

一教 授

コンピュごタ利用講説 診断対話 ラ イ ヒ ェ ル ツ教

授

OIBM1130と 臨床化学実験室の自動化 デ ー ル ブ リュ ッ

Interface
ク教授

OIBM1130と 臨床化学実験室の自動化 ビ ュ ッ トナ 一 致

Interface 授

OCD1700 原 子 力 医学,オ ン ライ ン把 握 及 び診断 フ ン デ ス ハ ー ゲ

1.INC8 ン教授

ハ イ ブ リ ッ ド ・シ 自動EKG診 断(連 邦教育科学省DPプ シ ュ ナ イ ダ ー 教

ステムC11/ ロ ジ ェ ク ト) 授

Dornier

ハ イ ブ リ ッ ド ・シ 自動EEG診 断(連 邦教育科学省DPプ キ ュンケ ル教 授

ス テ ム ・テ レ フ ン ロ ジ ェ ク ト)

ケ ンTR86

ハ イ デ ル ベ ル ク IBM36(/30 医学 記録,資 料 記録,.医 学統 計 ワー グナ ー教授

(ド イ ツ癌研 究 セ

ン タ ー)
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大 学 ・専 門大 学 ユ ニ ッ ト 課 題 責 任 者

ジー メ ン ス404 原子力医学データ把握及び診断(連 邦教 シ ュ ー ル 教 授

PDP8 育 科学 省DPプ ロ ジェク ト)

キ ー ル IBM36(レ ィ50 臨 床情 報 シス テ ム(患 者 収容,退 院,実 グ リーサー教 授

績 把握,実 験値 把握,デ ー タバ ン ク,べ

一 シ ッ ク ・ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・医 学

統計

中毒 症 状 に対 す る情 報 デー タ ・バ ン ク ビ ル トキ ー ン教

授

CD1700 強 化 看視,小 児 カ ル デ ィオロ ジーに おけ ハ イ ン ツ ユ ン教

るバ イ オ シグナルの オ ンラ イ ン評 価 授

HPorPDP 放射 線 ク ソニ ッ クにお け る原子 力 医学 診 グ レンメル教 授

断学及び照射計画

ケ ル ン IBM1130 医学 ク リニ ッ クの臨 床 化学 実験 室,血 液 グ ロス教 授

学における診断学

、

マ イ ン ツ CD8090及 び大学 ベ ー シ ッ ク ・ ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン 並 び コ ラ ー教 授
A

計 算 セ ンタ ー との に 医学 統 計 ・記録

協 力(CD330)

マ ー ル ブ ル ク 大 学計 算 セ ンター 医学統計 イ ーム教 授

の共用(TR4)

PDP8 原子力医学データ把握及び診断学 グ ラ ウル教 授

ミ ュ ン ヘ ン PDP12 行動生理学及び心理学 プ ロー ク教 授

マ ッ ク ス プ ラ ン

ク精神病学

IBM1130 統 計 評 価,シ ュ ミ レー シ ョ ン,化 学 構 造, ホ ッペ 教授

数 学 モデ ル マ ッ ク ス プ ラ ン

ク蛋 白 ・皮 革 研

究所

ジ ー メ ン ス305 デ ー タ把 握 同 上

IBM1130と EEG評 価,管 理 問題 ヘルブリッゲ 教授
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大学 ・専 門大 学 ユ ニ ッ ト 課 題 責 任 者

Interface ミ ュ ンヘ ン大 学

社会小児科学及

び少年医学研究

職位

IBM1130と 行動生理学 ア シオ フ教 授

Interface マ ッ クス プ ラ ン

ク行動生理学研

、

究所

PDP(発 注済) 生 理 学測 定 デ ー タ処理,眼 科 学 メル テ教 授

ミュ ン ヘ ン ク リ

ニ ッ ク

PDP12 薬品 作 用 下の 筋 肉Potentiatの 自動 ライ ター教 授

的評価 ミ ュ ンヘ ンTU

の薬物学及び毒

1

物学研究所

PDP12と ア ナ エ ル ゴ ノ メ ト リ ッ ク ・ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン シ ュ ミ トケ 教 授

ログ計算機 (運 転 シ ュ ミ レー タ,生 理学 的負担) ミュ ン ヘ ンTU,

エ ル ゴ ノ ミー 研

究所

ミ ュ ン ス タ ー 計 算 セ ンタ ーの共 Averdsonに よ るEKG評 価 ヴ ェル ナ ー教 授

用

テ ユ ー ビ ンゲ ン IBM36(/30 ベ ー シ ッ ク ・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン,情 エ ー ラ ー 教 授

報 シス テム,既 往 症 調 査,食 餌 計 画,管

理問題

IBM1800 臨床化学実験室の自動化 エ ッ グ シ ュ タ イ

' ン教授

ミ ュ ン ヘ ン ジ ・一 メ ン ス 医 学診 断学,デ ー タ収集,医 学 統 計(連 ラ ンゲ教 授

4004/妬 邦 教育 科学 省DPプ ロ ジェ ク ト)

IBMl130と EEG評 価,動 物 実験 の評 価 マ ッ ク ス プ ラ ン

Interface
ク精神病学研究

所
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大 学 ・専 門大学 ユ ニ ッ ト 課 題 責 任 者

IBM1130と EEG評 価,精 神 生理 学 マ ッ ク ス プ ラ ン

, Interface ク精神病学研究

所

PDPと デ ジタル 心理学,反 応測定 ブ レ ン ゲ ル マ ン

磁 気 テー プ 教授

マ ッ ク ス プ ラ ン

ク精神病学研究
.

所

ジ ー メ ン ス305 臨床化学実験室におけるオンライン把握 ミ ュ ン ヘ ン ・ハ

1 ・処理(連 邦教 育 科学 省 のDPプ ロジ ェ ル ラ ヒン グ市 立

ク ト) 病 院(ク ネ ー デ

ル教授)

ウル ム ミュ ン ヘ ン の ジー 診断学,対 話(教 育科学省のDPプ ロジ .ユ ー ベ ル ラ 教 授

メンズ400ψ6 エ ク トの 臨 床 パ ー トナ ー と し て)

に連結

PDP8 原子力医学データ把握及び診断学 アダ ム教 授

PDP8 記録助手(女 性)の 教育 ユ ーベ ルラ教 授

ヴ ュ ル ッ ブ ル ク IBM1800 オ ー デ ィ オ メ.ト リ ー ヴ ル シ ュ タ イ ン

教授

これ らの データ処 理利 用 の大 部 分 は,医 学 研 究 問題 の枠 内 で(臨 床 生理学,記 録 ・統計,実 験 室 ・

機能 診断 学)実 施 され て い る。 ク リニ ックに おけ る情 報 の流 れ を統 合 す るた めに 利用 され るの は極 く

少 数 のユ ニ ッ トで あ る。 こ こにあ げ た プロ ジ ェク トの 中,ハ ノーノ← 医科大学 の もの が これ 迄 の と こ

ろ で は最 も広 く,か っ,幅 広 い進 展 を遂 げた もの で あ る。 モ デ ュ ールで,段 階 的なDPシ ス テ ム と し

て設 計 され て お り,特 別 な課 題 の た め,一 連 の個 々 のDPモ デュー)レが(実 験 室,EKG,原 子 力 医学

等)ひ とっ の中 央 コ ンピ ュ ータに よ って 監視 ・調 整 され る。 中 央 コ ン ピュ ータ は,同 時 に 総合 デー タ

・バ ンク を指 揮 し,医 師 は そ こか ら診 断,処 置 に際 し,ス ク リー ンの上 に緊 急情 報 を得 るこ とが で き

る。

こ うした シス テ ムの初期 段階 は,1971年8月 以 降,ル ー チ ン ワー ク として テ ス トされ て お り,こ

れ に よ って,統 合 病 院DPシ ス テ ムの将 来の 発展 に関 し高価 な経 験 が得 られ る もの と期 待 され る。

こ うした,大 学 及 び研 究機 関に よ る学 術 サ イ ドの 貢献 の 外 に,デ ー タ処 理 産業 の研 究 ・開発 グル ー

プが,医 学 的 デ ー タ処理 の 開発 に関 す る大 きな仕事 をな し遂 げて い る。 この よ うな貢献 は,医 学 利 用
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目的DPユ ニ ッ トの設 置,そ れ に 対応す る プロ グ ラム ・シス テ ムの 開発(表1参 照)に つ い て も,ま

た,独 自の 研 究 ・開発 作業,特 に,バ イオ シ グナ ル処理 の分野(オ ー ト実験 シス テ ム,例 えば,SI

LABシ ス テム,EKG及 びEEG分 析,集 中 看護),更 に診 断援 助 及 び病 院 管理(例 え ば,病 院 患

者収 容 シス テム,計 算 方 式,血 液銀 行 等 の各 種 セ ン ター の情 報 の 流れ の管 理)に おい て も明 らかで あ

る。

大 学,研 究所 及 びデー タ処 理産 業 の研 究 グル ー プ の以 上 の よ うな研 究 ・開発 作 業 は,特 別 な利 用分

野,特 に,臨 床 化学 実験 室,原 子力 医学 及 び機能 診 断学 に おい て,デ ー タ処 理利 用 に 関す る有 効 な モ

デ ル設 置 を結果 として導 き出す こと とな った。 医学 記録,資 料 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン,病 院情 報 シス

テ ム等 その他 の分 野 にお い て は,確 かに 有望 な成 果 が 一部 に はあ るが,こ の 分野 にお け る集 合 的,か

っ,有 効 なデー タ処理 利用 は,今 の ところ ま だ達 成 され ていな い。 この ことは 診断 補助 につ いて も一

般 に言 え るこ とで あ る。 これ につ い ては,単 に,特 別 な診断 上 の 問題(甲 状 腺診 断,EKG診 断学,

血 液学)に 関 す る実 用的 な モ デル に よ る解 決 が達 成 されて い るだ け であ る。

2.2連 邦 教 育科 学 省 の プ ロジ ェク ト 「医学 診 断学 に お け るデー タ 処理 」

連 邦教 育 科学 省 の第1次 デー タ処理 計 画 の枠 で,ひ とっ の プ ロ ジェ ク トが推 進 され た。 これ は,医

学 診 断学 の補助 手段 と して の,デ ー タ処 理利 用 に関 す る プロ グラム ・シ ステ ム及 び方法 の 開発,テ ス

トを 目的 としてい る。 診 断 上 の所 見 の構 造 的 な 相違 及 びそ の処 理 に関 す る要 件 の違 い に応 じ て この総

合 プ ロ ジェ ク トは次 の2っ の部 分 に分 け られ る。

1.一 般 医学 診 断,就 中,、質 的所 見 の枠 内 にお け るコン ピュ ータ 利用

2.量 的所 見(測 定値)に お け る医学 特 別 診 断学 ・実 験 室 診断 学 の枠 におけ る コ ン ピュー タ利 用

第1の 問題 の範囲 は次 の よ うに総 括 で きる。 即 ち,医 師 に よ って調 査 され る所 見の把 握 及 び コ ン ピ

ュー タに応 じた標準 化(質 問 用紙 の 開発,ス タ ンプ ・楷書 に よ る用 紙 の コン ピ ュー タ把 握,医 師 一

コン ピュー タ ー ダイ アロ グ ・システ ム の開 発),コ ンピュ ータ に おけ るデー タ の問題 に適合 した ス

トレー ジ(患 者 プ アイル及 び医学 所 見 デ ー タの構 造),並 びに診 断 援助,分 類,所 見 の 医学 的 評 価。

第2の 問 題 の範 囲に 該当 す るのは,医 学 測 定機 器 に よ って 記 録 され るデ ー タの把 握 及 び診断 上 の評

価 に お け る コン ピ ュー タ利 用 で あ る。 この デー タは電 気的 シグナ ル の形(ア ナ ロ グま た は デ ィジ タル

シグ ナル)で あ るため,第2の 問題 範囲 は,「 バ イ オシ グナル 処理 」 とも呼ばれ る こ とがあ る。

ア ウ トプ ッ ト ・デー タの 性 格 の相 違 は,以 上2っ の問題 に対 し,そ の 問題 設定,方 法論,戦 術 上 の

重 点 の違 い を もた らす。 一般 的 な所 見 及 び診断 学 に お い ては,医 学 的統 計 及 び ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

の方 法 が前 面 に立 ち,実 施 に 当 って,ユ ーザ ー志 向的な プロ グ ラ ミング と柔軟 な デ ィ ジタル計 算 機 の

投 入 を要求 す るが,一 方,バ イオ シグナ ル処理 にお いて は,こ れ らの方式 に加 えて,バ イ オ メデ ィカ

ルな 技 術,特 に,バ イオ エ レ ク トロ ニ クス及 び通信 技 術 の 方法 が必 要 で ある。 また,電 子 的 な補 助 手

段 として,フ レ キシ ブルな イ ンタ ー ラプ ト及 びカナ ル構 造 を伴 う プ ロ セ ス計 算 機,ハ イ ブ リ ッ ド計

算 機 並 びに 固定 プロ グ ラ ミン グ(配 線 され た)さ れ た イ ンタ ー フェ ー ス等 を,特 別 な測 定値把 握 のた
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め に利 用 す る こと がで き る。

これ らの電 子 機 器 はそれぞれ,シ グナル の特別 な構 造 及 びそ の処 理 問題 に適 合 され て い なけ れば な らな

い。 従 って,急 激 な 発生 をす るEKG及 びEEG各 デー タの 把 握 及 び処理 におい て は,臨 床化 学 実験

室 で常 にゆ っ く りとし か発生 しな いフ ォ トへ 一夕 ー の デー タの 場 合 と違 っ た機 器 及 び方 法 が必 要 で あ

る。 この 点 か らして,1部 署 及 び1グ ル ー プだ け で全 体 の バイ オ シ グナル処理 を全体 として取 り扱 う

こ とは合 理的 とはい えず,ま た,実 現 す るに して も有 効 な もの で は ない。 ここでは む しろ全体 部 門 を

専 門 的な,そ れ ぞ れ分 離 した問 題 設定 を伴 な う種 々の 各分 野 に分 け,専 門化 す る必 要 が あ る。

これ ら実際 的 な要 求 か ら,プ ロ ジ ェク ト全体 を,そ の 専 門別 に 分 け,次 のよ うな部 分 プロ ジ ェ ク ト

が決 定 さ れ た。

1.ミ ュンヘ ンの放 射 線,環 境 研 究協会 の医学 デ ータ処 理研 究 所(所 長:ラ ンゲ教 授)は,医 学 診 断

学 に お け る デー タ処 理 ユニ ッ トの利 用 にお いて発 生 す る一 般的 研 究問題 を担 当 す る。 この問題 の 範

囲 か ら,特 に,臨 床関 係 のパ ー トナ ー との協 力 で,次 の3分 野 が取 り扱 われ た。

a)臨 床 関係 の ベー シ ック ・イ ン フ ォメー シ ョンに関 す る情 報 シ ステム の開発

b)臨 床 診断 学 の アル ゴ リズ ム:こ の 分野 は,総 合 医 師判 断 戦 略 の枠 内,即 ち決 定 の ネ ッ ト内 に お

け るコ ン ピュー タ支 援 に該 当す る。

c)予 防 医学 にお け る診断 及 び予後 学 の ア ル ゴ リズム:病 気 の 疑 いあ る者 の 自動 ス ク リ ーニ ング

同研究 所 は,こ の作 業 を実施 す るた め,ジ ー メ ンス4004//46タ イ ム シェア リン グシス テ ム を設 置

し,一 連 の臨 床関 係 パ ー トナ ーが,ス クリーン及 ひテレタイプで これ に連 結 して い る。 更 に研 究 所 は,

楢 書 書 類の 読 み取 りの ため借 書読 み取 り機 を有 し,こ れ はCDC1700デ ー タ処 理 ユ ニ ッ トに 連結 し

て い る。 ア ナ ロ グデー タの把 握 の ため に これ に加 え てIBM1800プ ロセ ス計 算機 を発注 し た。 これ

迄 は,特 に診 断の判 断援 助 の た め の ア リゴ リズ ム を開 発,プ ロ グ ラ ミン グ し,臨 床 デー タ ・パ ンク

及 び情 報 システ ム の予 備作業 を行 った。

2.バ イオ シ グナル 処理 は次 の専 門 分野 に 分 け られ,場 所 的,組 織 的 に分離 され た研 究 グ ルー プに よ

って 取 り扱 われ る。

a)原 子力 医学

この プ ロ ジェク ト部 分 は,DP－ コ ン フィギュレー シ ョン及 び原 子 力 医学 測 定機 器 の直 接 連 結

及 び直接 コン トロー ルの た めの ユー ザ ー ・プ ログ ラム を開 発 し,得 た データ を 直 接 計 算 機 の 中

で処理 して,診 断 結果 を得 る とい う内容 で あ る。 この プ ロ ジ ェク ト部 分 は,ボ ン大 学 病 院 の原 子

力 医学 部で,ヴ ィ ン ク ラー教授 の指 揮 の 下,ジ ーメ ンス305/306の ユ ニ ッ トを用 い て実 施 され る。

こ れ迄 デ ータ処 理 コ ンセ プ ト及 びプ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジが実 現 され てお り,後 者 は,ル ー テ ィ

ン作業 として,オ ン ライ ン把 握 及 び診 断評 価 を行 っ てい る。 プロ ジェク トの他 の も う一 部 にっ い

ては,ハ イデル ベ ル ク ・ ドイツ癌 セ ンタ ー,シ エ ー ル教 授 の研 究所 に お いて,ジ ー メ ン ス404の
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デー タ処 理 ユニ ッ トを用 い,記 録 ・情 報 ・統 計研 究 所(所 長:G・ ヴ ァ グ ナ ー教 授)と の 協力

で 行 なわ れ た。以上2つ の開 発 は,エ ル ラ ンゲ ンの ジーメ ン ス社 によ る適 切 な 連結 エ レ ク トロニ ク

の作成 及 びプ ログラ ム作業 に よ って補 完 され る。

b)臨 床 ・化学 実験

この プ ロ ジェ ク トも同 じ く,2っ の 部 署 にお い て実 施 さ れ るcミ ュ ンヘ ン ー ハ ル ラ ヒング市

立 病院 臨 床 化学 研究 所(所 長:ク ネ ー デル教 授)に おいて,デ ー タ処 理 ユ ニ ッ ト,ジ ーメ ンス305

に,SILABデ ー タ把握 及 び ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン シス テム,並 びに 一連 の実 験 室測 定機

器 が連 結 され た。 これ 迄 の とこ ろ,一 連 の プログラム ・パ ッケ ー ジが開 発 され,多 数 の測 定機 器 の

モデ ル オ ペ レー シ ョンが お こな われ てい る。 ベ ル リンに あ る シュテ ー ク リ ッッ ・ク リニ ッ クの臨

床 化学 実験 室(室 長:ド ウル ツ ェ教 授)に お いて,特 別 な イ ンター フ ェー ス システ ムが 開 発,テ

ス トされ る。 この シ ステ ムは,プ ロ グラ ムに よっ て,種 々の臨 床 化学 測 定位 置 の要 求 に 対 応 させ

るこ とがで きる。 この 開発 はニ ク ス ドル フ社 の協 力 に よ って行 な われ る。

c)デ ー タ処 理 ユニ ッ トを用 いた 重症 患者 の監 視

この プ ロ ジェ ク ト部分 は デ ュ ッセ ル ドル フ大学 神 経外 科病 院(院 長:ク ー レ ン ダー ル教授)で

行 なわ れて い る。 緊 急の 危 篤状 態 に お け る経過 傾 向 の予 見(傾 向分 析)の た め の鑑別 された プ ロ

グ ラム シス テ ム ー 数種 の継続 的 に測 定 し た生 命 機 能パ ラメー タ との連結 で 一 が開 発 され た。

更 に,適 応 す る特別 計算 機 の ハ ー ド ウェア ・コン フ ィギ ュ レーシ ョンの た め の職務 冊 子 を作 成 し

た が,こ れ は実験 研 究及 び初期 の臨 床重 要 性 テス トで 出 され た結 果 に基 づ い た もの であ る。1971

年 末,ハ イ ブ リッ ド実験 計 算機 の設 置(ハ イ ブ リッ ド計 算機 コ ン ビネー シ ョ ン,AEGテ レフ ン

ケ ン)が 大部 分完 了 した。 そ の外 バ イオ シ グ ナルの 長時 間分 析 用 実験 作 業及 び多 数 の プ ロ グラム

の た めの 関連 プ ログ ラム開発(EEG・ 性 能 スペ ク トル,デ ー タ受継,EKGの イ ンタ ーバル 分

析,昧 波 の予 備評 価,心 臓 内圧,呼 吸)が 実施 され た。 ごの作業 の 経 過 中,イ ンタ ー フ ェー スが

開発,作 成 され,呼 吸,脈,種 々の 圧 のた め の コ ン ピュー タ対 応 デ ー タ把握 が新 し くコ ンセ プ ト

され,開 発 された。

d)エ レ ク トロ ・カル ディオ グラ フ及 び フ ォノカ ルデ ィオ グ ラフ

エ レ ク トロ'カ ル ディオ グ ラ フの プ ロジ ェ ク ト部 分 は,ハ ノ ーバ ー医 科 大学 の研 究 グル ー プが,

臨床 関係 の協力 者(ヴ ィー スバ ーデ ン)と の協 力 の 下に行 な ってい る(長:シ ュナイ ダー教 授 及 び

ツ ユー ヴ ィー ッ)。 そ の プ ロジ ェ ク トの 目的 は,エ レク トロ ・カ ル デ ィ オ グ ラ ム の ルー チ ン利

用 可能 な収容 シス テ ム,コ ン ピュー タ ・イ ンプ ッ トシステ ム をっ くる こ とに あ り,そ の シス テム

では,測 定 値 が オ ンラ イ ンで直 接 コ ン ピュー タ に イ ンプ ッ トされ る か,ま たは,先 ず アナ ロ グま

たは デ ィジ タル磁 気 テ ー プに中 間 ス トレー ジし,そ の 後 オ フ ライ ンで コン ピ ュー タに読 み こま

れ る こ とがで き るよ うにす る。 その外,EEGの 広 汎 な 自動 診断 が で き る 自動測 定 ・分類 プ ロ グ

ラム を開 発 す る。 プ ログ ラムが 診 断 上役 立 つた め,デ ー タ処 理 ユ ニ ッ トの中 に エ レク トロ ・カル

デ ィ オ グラ フに よ る広 汎 な デ ー タ ・バ ン ク をス トレー ジす る。 現 時 点 におい ては 収容 シス テム 及

び 自動 認 識 ・並 立 プロ グ ラム(automatischenErkennungs-undZuordnungs-
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programmen)の 開 発 作 業 が終 了 した。 デー タ ・バ ンクの構 造及 びEKGの 有効 化 ・分類 の

作業 も実 施 中 であ る。

フ ォノカル デ ィオ グラ フの プロ ジ ェ ク ト部 分は,マ イ ンッ大学 病 院 の協力 の下,ギ ーセ ンの ド

ウベ ッ ク教 授 が行 なっている。その 目的 とす ると ころ は,フ ォノ カル デ ィオ グ ラフか ら診 断上 有 効

化 され 得 るパ ラメー タ を得 る こ と と,そ れ を鑑別 診断 の た めEKGを 補 完 す る もの として 利用 す

る こ とに あ る。

e)エ レ ク トロ ・エ ンセ ブアロ グラ フ

この プ ロジ ェク ト部分 は,ハ ノーバー医科大 学 の キ ュ ンケル教 授 に よ って 行な われて お り,そ の

目的 は,統 計 的な 手 法 に よ って,エ レ ク トロ ・エ ンセ ブ プロ グラ ムか ら,診 断 上有 効 な パ ラメ ー

タを得 て,そ の診 断 値 を 固定 化す る こ とに あ る。 これ に よっ て,エ レ ク トロ ・エ ンセ フ ァログ ラ

ム の ため,デ ー タ処 理装 置 を用い て,数 学 的 な測 定 ・診断 シス テム を作 成 し よ うとし て い る。 こ

の作 業 を行 な うの に,テ レ フ ンケ ンの ハ イブ リッ ド ・シス テムが用 い られ るため
,現 時 点で は こ

のハ イブ リ ッ ド・シス テ ムの取 り付 けが 開始 され てい る。

f)計 算 機利 用 の医学 診断 シ ステ ムに お け る映像 情 報の イ ン ・ア ウ トプッ ト

この プ ロジ ェク ト部分 は,ベ ル リ ン工 科大 学W・ ギオ リ教授 の責任 に よ って 行 なわ れ て い る。

そ の 目的 は,診 断 に重要 な明確 な テキ ス ト及 び映像 に よる イ ンフ ォメ ーシ ョン をコ ン ピュー タ に

イ ンプ ッ トし,そ れ か ら再 度 ア ウ トプ ッ トで き るよ うな,特 に,経 済 的 な テ レ ビ ジ ョン ・ス ク リ

ー ン ・デ ィス プレ イを開 発 す るこ とに あ る
。 この機 器 は,こ れ に伴 い,医 師 とDPユ ニ ッ ト間の

ダ イ ア ロ グの た めの有 利 な コ ミュニ ケ ー シ ョン ・メ デ ィア を開発 す る点 か ら,ひ とっ の貢献 をな

す こ とに な るで あろ う。 これ を応 用 す るの は,特 に コン ピュ ータ利 用 レ ン トゲ ン像 評 価,エ レ

ク トロ ・カル デ ィオ グ ラム,エ レ ク トロ ・エ ンセ フ ァログ ラム の評価 及 び細 胞学 上所 見 の評 価(

染色体 像 を含 む)等 の分 野 で あ ろ う。 しか し医 師の 所見 とい っ た場 合 も,質 問 カル テの再 生,決

定ス トラテ ジーの グ ラフ描 写 のた め に利 用 され るこ と もで きる。 この装 置 は,種 々の デー タ処理

装 置 が連 結 され うるよ うに 考 え られて い る。

以上 の よ うな部 分 プロジェクトへ の分 割 に おい ては,統 一 的 な全体 プロジェクトを実現 す る ため,各 部分

の相互 の調整 と整 理 が必 要 で あ る。 この調整 にっ い て は,本 件 の認 可 に際 して,関 連 承 認 機 関 の大 部

分 が 一致 してい た。 これ は,デ ー タ処理 専 門委 員 会 とい うプ ロ ジェ ク トを補 佐 し,個 々の プロ ジェ ク

トの結 果 を判 断 し,そ の コー デ ィネー シ ョンを監 視 す る委 員 会 の作 業 に よっ て保 障 され て い た。 しか

し,こ の種 の コー デ ィネ ー シ ョ ンに とっ て最 も重要 な前提 は,個 別 プ ロジ ェク トの柔 軟 な モ デ ュ ール

構造 で あ る。 即 ち,種 々 の技術 的 シ ステ ム及 び組織 形 態へ の適用 がそ の都 度 可 能 に な るよ うな 構造 で

あ る。

連 邦教 育 科学 省 によ っ て推 進 され る,医 学 診断 にお け るデー タ処理"総 合 プ ロ ジ ェク ト"は,医 学

デー タ処 理 の特 別 分 野 にお け る研 究 ・開 発 が ドイツに お い て,喜 ば しい進 歩 を遂 げ た こ とに対 し著 し

く貢献 した。 この プ ロ ジェ ク トに よ って研 究 され た各 分野 におけ る プログラム ・シス テ ム,手 法 の開 発
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も国 際的 な位置 に到達 し た。 更 に また,

た。

個 々の プ ロ ジ ェク トにおい て も新 し い模 範 的 な貢 献 が な され

2.3病 院 にお け るデ ー タ処 理 の 現状

1969年11月,ド イ ツ病 院協 会 及 び ドイツ病 院研 究 協 会 一 デ ュ ッセ ル ドル フ ー は,連 邦 共 和国

の 全病 院(大 学 病 院 を含 む)に ア ンケ ー トを送 り,病 院 にお け るデ ー タ処 理 の利 用 に関 す る回 答 を依

頼 した。1970年1月31日 迄 に1,400以 上 の 回答 が得 られ た(病 院総 数 は3,000以 上)。 アンケ ー ト

で は特 に,各 病 院 が独 自の デ ー タ処 理 装 置 を有 して い るか 否 か を質 問 した。 その結果 が表2で あ る。

表2.病 院 所有 の 大 ・中型EDPユ ニ ッ ト

EDPユ ニ ッ ト

(大 型)

エ レク トロ ニ ック ・

自動 記帳 機(中 型)
合 計

賃 貸

購 入

発 注

計 画

6

2

1

4

7

27

3

4

13

29

4

8

合 計 13 41 54

これ に よ る と,同 時 点 にお い て は,い わ ゆ る大 型 の デー タ技 術 といわ れ るよ うな装 置 は,わ ず か13

しか稼 動 し ていず,一 方,中 型 のそ れは41装 置 稼 動 し て い る。 この 中型 の デ ータ技 術 の装 置 とい うの

は,エ レク・トロニ ク スの計 算 シス テム(所 謂 小型 コ ン ピュー タ)で あ り,一 般 に 限 られ た プ ロ グラ ミ

ン グしか で きず,専 ら管 理 面 で利 用 す るこ とがで き る もの であ る。

13のEDPユ ニ ッ ト(例 え ばIBM1130及 びIBM36(//20以 上)の 中,大 学 病院 が8,残 り5

の中,2っ は 病院 で使 用 され て は い るが,病 院 所 有者 のEDPセ ンタ ー として 優先 的 に使 わ れて お る

の で,大 学 病 院 でな い病 院 が,独 自のEDPユ ニ ッ トを使 用 してい るの は僅 か2例 あ るの み とな る。

一 般病 院 に お け るEDP利 用 は
,こ の結 果 か らす る と,現 在 で は,比 較 的 小型 の電 子計 算 システ ム

の利 用 に限 られて お り,こ れ まで 利用 され てい たエ レ ク トロ ・メカ ニカ ルな 記帳 ・送状 機 に代 って い

る。

勿 論,こ れ迄 の非 常に 不利 な状況 が この 間 に変 り始 め て い る こ とを認 めな けれ ばな らな い。 病 院 の

大部 分 のEDP及 び大 型 コ ン ピュー タ ・ユ ニ ッ ト利 用 に対 す る関 心は 高 ま って い る。 これ らの病 院 の

中,2～3の 病院 で は,1971年 以 降,独 自の設 置 を始 めて お り,ま たEDPへ の接 近 を,病 院所 有者

の装 置 を共 用 す る こと によ り,あ るいは,独 自 の作業 共 同体 を っ く る方 向 によ って はか って い る。 こ

れ に よっ て,2つ の原 則 的な,異 な った モデル'シ チュエ ー シ ョンがっ く られ,い ずれ も,病 院 にお け
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るE-DPの 導 入 に重 要 に な っ て い る。

a)病 院所 有DPシ ステ ムの 設置

病 院独 自のデ ー タ処理 ユ ニ ッ トの 設 置の 方 向 は,特 に,ベ ル リンで 顕著 で あ る。 ベ ル リ ンの シ

ュパ ン ダ ウ ・ノル ト市立 病 院 で は,1969年11月,IBM1300の ユ ニ ッ トを設 置 した。 これ で実

施 予 定 の作 業 は 「課 題 イン テ グレー シ ョン,即 ち,管 理及 び 医学 的機 能領 域 にお け るデ ー タ把握,

デー タ ・ス トレー ジ及 び作 業の 流 れ の組 織 的 な連 結 」 で あ る(ベ ル リン議 会,官 報VI/204,第

6選 任期,参 照)。 実験 室及 び患者 収容 の 機能 分野 に 関す る インプ リメ ンテ ー シ ョ ン段 階 は,1970

年 秋,ベ ル リン議 会 の告 示 によ り,す べ て の機 器 に関 す る有効 なハ ー ドウエ ア テス ト及 び プ ログ

ラムの 個別 テス トに よ って 終 了 した。

も うひ とっ の例 と しては,1971年 末,ノ イケ ル ン市 立病 院 で,IBM1800プ ロセ ス計算 機 が設

置 され る。 この計 算 機 は,実 験 室 オ ー トメー シ ョンの 諸課 題 と並 び ノ イケ ル ン,プ リー ツ及 び

マ リエ ン ドル フ ァー ・ヴェ ー クの市 立 病 院 の ス テー シ ョンに よって,病 院 の入 院 及 び患者 退 院 の

連 絡 等 すべ ての患 者 基礎 デー タの 把握 を行な う予定 で あ る。 最 後 に第3の モ デル計 画 が ベ ル リ ン

で計 画 中で あ るが,こ れ は,市 立 ル ドル フ ・ヴ ィル コ フ病 院 にお け る もので,原 子力 医学 及 び照

射 処 置 のた めに デ ー タ処 理 装 置 を利 用 す る予 定 であ る。

病 院独 自の コ ン ピ ュー タの設 置 は,ハ ノーバー の アンナ ・シュ テ ィフ トで も計画 され た。 そ こで

はIBM1130シ ステ ム が設 置 され,管 理 作業 の合 理 化 に貢献 し,ハ ノーバー の 自由共 同 利 用数病 院

の た め のモ デ ル解決 とし よ うと して い る。

病 院独 自の コ ン ピ ュー タ設 置 は,ノ ル トライ ン ・ヴェス トフ ィー レ ンにお い て も,モ デル プ ロ

ジェ ク トに よ っ て促 進 され て い る。 即 ち,ヘ ル フー ド郡 立 病院 で あ り,ノ ル トライ ン ・ウェス ト

フ ァー レン州 の労 働 ・保健 ・社 会省 は そ こで,フ ィ リ ップ ス ・エ レク トロジカ 社 との協 同で,病

院 関係の デ ー タ処 理 システ ム を開 発 し よ う として いる。

最 後 に,個 々の ア クシ ョンにつ い て も知 られ て くるよ うにな って い る。 ミュ ンヘ ンのペ ル ラッ

パ病院a,ジ ー・ ンス404/3デ ー タ処 理 ユニ ・ トの発 注 モ ・一ル ス の ベ タニエ ン病 院 にお け

る肺 疾患 の早 期診 断の ため の計算 機PDP12の 利 用(1970年 ドイツ学 術研 究 協会 によ り設置),

更 に,フ ォル マー ル シュタ イ ンの整 形病 院 にお け るIBM36Q/i25ユ ニ ッ トの管 理 目的 利 用等 が

あ る。 最 後 に あげ た ユニ ッ トは同 時 にサ ー ビス ・計 算 セ ンター として28病 院 の使 用 に供 され る予

定 で あ る。 ・

病院 の 個 々 の アク シ ョンにっ いて は,こ れ を ま とめ た記録 が な く,上 記 の リス トに完 全 さを求

め るこ とは で きない。 いず れ にし ろ,そ の他 一連 の病 院施 設 に おい てEDPユ ニ ッ ト(大 部分 小

型 の コ ンフ ィギ ュ レー シ ョン)が 利 用 され て い る と推 定 され る。 総 体的 に,病 院の 目的 のた め,

独 自の 計 算機 を使 用 し よ う とす るこれ まで の努 力は,特 別 な,散 在 的な もの とし て見 られ て い る。

決 して満 足な 状 態 とは 言 えな い。 従 っ て連 邦 政府 も,1970年12月18日 の保 健 報 告(連 邦 議会 報

VI/1667,TZ841)に おい て,連 邦 共 和 国 の96%以 上 の病 院 が コン ピュ ー タの利 用 を行 な って
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いな い と指 摘 して い る。

b)デ ー タ処 理 セ ンタ ーの共 同 利 用

第2の 未 来志 向的 な 一般 病 院 に対 す るデ ータ 処理 へ の道 をひ ら く方 向 として,中 央DPサ ー ビ

スセ ンタ ーの設 置 が あ る。 こ こでは 特 に小病 院 が,管 理 的 業務 の実 施 及 び あ る程 度 の医学 的な 問

題 をEDPに よ って処 理 す る こ とがで き る。 この中 央 サ ー ビス セ ンタ ーの方 向は 特 に連邦 各 州 に

よっ て行 な われ て い る。 ライ ン ラ ン ド ・プ フ ァル ッ州 は1970年 に,通 院 ・入院 実績 の把 握 及 び計

算 に関 す るEDP手 法 を 開発 した。 この手 法 におい て は,加 入病 院 の患 者 デ ータ が,デ ィセ ン ト

ラル に収 容 カ ー ドに,実 績 カ ー ド が ス タ ンプ カー ドに把握 され,中 央 の 評価 部署 に 送 られ る。

そ こで収 容 カー ドはパ ンチ され,パ ンチ カ ー ド及 び ス タ ンプカ ー ドは,EDPユ ニ ッ トに読 み こ

まれ る。 月毎 の 処理 結 果 が,総 精 算 で あ り,こ れ は,会 計の た め個 々の 精 算 を リス トにま とめた

もの とい うこ とにな る。 これが,加 入病 院 へ返 送 され る。 こ うして 開 発 された 手 法 は,ラ イ ン ラ

ン ド ・プ ァル ッ州 全病 院 の使用 に供 され る。1970年 末以 来,モ デ ル テ ス トとして,イ クー ル ・オ

ーバ ー シュタ イ ン(340ベ ッ ト)及 び デ ィー ッ(160ベ ッ ト)
,1971年6月 以来,イ シ ュ タッ ト

・ヴ ァイ ンシ ュ トラーセ("360ベ ッ ト)の 各病 院で 行 な われ て い る。 現 在,処 理 は ま だ一部IB

M社 の計 算 セ ン ター(フ ラン ク スル ト ・ア ム ・マ イ ン)で 行 なわ れ てい るが,1972年1月 以 降 は,

バ ー ト ・エム ス州計 算 セ ンタ ーで実 施 され る予 定 で あ る。

類似 の考 え方 が ヘ ッセ ンで もな され てい る。 そ こで イ ニ シア テ ィブ を とって い るの は,ヘ ッ

セ ン ・デー タ処 理 セ ン ター(ヘ ッセ ン州 当局 計算 セ ン ター,ヴ ィー スバ ーデ・ン)で あ る。 現 在,

毎 月病 院 の数 千 に 亘 る計 算 を,テ ス ト段 階 と して,IBM36()/65シ ス テム で行 なわれ て い る。

シ ュレー ズ ヴ ィ ッ ヒ ・ホル シ ュタ イ ンにお い て も現在 テス トプ ロジ ェク トが行 な われ て お り,

シュ レー ズヴ ィッ ヒ ・ホル シュ タイ ン ・デ ー タセ ン ター が,キ ール 大学 医学 部の計 算 セ ンタ ー と

の協 力 に よっ て,小 中 病院 のた め の デ ィセ ン トラル な把 握 ・計 算 シス テ ム をテ ス トして い る。

各州 の こ うし たア クシ ・ン と並 び一連 の地 方 公共 団 体 の活動 も見 られ る。 即 ち,病 院 管理 の 目

的の た めに地 方 公共 団体 の デー タ処 理 ユ ニ ッ トの共 同 利用 をは か る もの で あ る。 特 に,モ エ ール

スの地 方 公共 団 体 デ ータ処 理研 究 グ ルー プ にっ いて 述べ なけ れ ばな らな い。DPシ ス テム を有す

る同地 域 のユ ー ザー がIBM36()/40ま た は,IBM36()/SOタ イ プに連 絡 され,患 者 記帳 の た

めにEDP手 法 の開 発 ・共 同利 用 を行 な って い る。 また,ダ ィゼ ンホ ー フ ェ ンEDPセ ン ター で

は,ひ とっ の共 同EDPに よ る数病 院 の病 院 計算 を計 画 してい る。 ヴ ァル トブロ ール のオ ー バ ー

ベル ク郡病 院 は1971年1月1日 以降,入 ・通 院 分野 のすべ ての実 績 計算 及 び人件 費 計算 を ジー メ

ンス4004/45DPユ ニ ッ トー ラ イ ン ・ジー ク郡 及 び オー バ ーベ ル ク郡 の共 同 利用(所 在地:ジ

ー クブル ク郡 当局)一 に よ って行 なっ てい る。 同 じ よ うな 計 画が,自 由共 同利 用病 院 につ いて

報 告 され て い る。例 えば,フ ラ ン クフ ル トの教 会共 同機 関で は,各 看 護施 設の ため に,共 同 計算

ユニ ッ トで患 者 計算 業 務 を行な う予 定 で あ る。 ま た,ザ ール ブ リ ュッケ ンの ザー ル鉱 夫 組 合 はI

BM360./20シ ステ ムを 設置 し,こ れ で ザ ール鉱 夫組 合 の4病 院(1,400ベ ッ ト)の 種 々の 診断
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統 計,経 理 記 帳,患 者 記帳 を行 な う予 定で あ る。

以 上,決 して 完全 さを求 め られな い とはい え,こ の短 い 列挙 か ら明 らか な よ うに,EDPセ ン

タ ー設置 の考 えは,ま ず,計 画,モ デ ル段 階 に あ る。 この 中,一 番進 んでい るのは,ラ イ ン ラ ン

ド ・プ ファル ッ州 の 計 画 といえ よ う。 これ は 当面 一連 の病院 に対 し,EDPへ の 突 破 口 を開 け る

もの とな るで あ ろ う。

以上2っ の方 法の 外 に,こ れ迄,一 連 の病 院が デ ー タ処 理へ の方 向 を病院 とは無 関係 な 組 織 特 に,

市 役 所 等 の現 存DPユ ニ ッ トと連結 す るこ とに よ って求 め て きた。 この方 法 をとっ てい る病 院 とし て

は,ザ ール ブ リッユ ケ ンの ヴィ ンタ ーベ ル ク病 院,フ ラ ン ク フル トの北西病 院,ロ ーゼ ンハ イムの 市

立 病院 が あげ られ る。 ま た,ブ レー メ ンのLinksdesWeser病 院 及 び ッ・一 リンゲ ンの 市立 病

院 は,市 の計 算 ユ ニ ッ トで,管 理 業 務 を実 施 して い る。 ま た,そ の外 一連の 病 院 があ る程度 の 管理 関

係 の部 分業 務 を市 当局 の デ ー タ処 理 ユ ニ ッ 袴に ゆ だ ね てい るで あろ うことが予測 され る。 しか しこ の

方 法 で は,ご く少 数 の管 理 課題 は解 決 で き る とは い え,決 して医学 分 野に おけ るデー タ処 理 の 利用,

そ して一 般 的 な実 績把 握 等 の諸 問 題 を解 決 す るこ とはで きない。

総 括的 にみ る と,1970年 末,一 般 病 院 の領域 で は,デ ー タ処理 ユ ニッ ト利 用へ の関 心が非 常 に高 ま

り,有 効 な計 画 モデ ル が2～3生 まれ て きた。 これ 迄 の デ ー タ処 理 の応 用 は,専 ら管 理領 域 に 限 られ

てお り,医 学 領域 に関 して は,実 験室 オ ー トメ ー シ ョン及 び機 能診 断 のDP利 用 等2～3の 計 画 が あ

るだ けで あ る。 これ以 上 の医学 的応 用,特 に,直 接的 診断 補助 また は所見 及 びベ ー シッ ク ・ドキ ュ メ

ンテ ー シ ョ ン等 に お け る応用 につ いて は,こ れ迄 の と ころ全 く具 体 的な計 画 はな い。

従 って,一 般病 院に お け るデー タ処 理 に対 す る関心 は ます ます高 くな り,ま た,そ の 必 要性 は緊 急

な もので あ る こ とを確 認 しな けれ ばな らな い。 目的 に そ った開 発 作業,そ して 綿密 に選 択 され 計画 さ

れた モ デル 計 画 一 州 及 び市町 村 の 計画 を有 意 義 に補 完 す る もの 一 に よ るこの 分野 の促 進 は,医 学

に おけ る将 来 の デ ー タ処 理 促進 の特別 な ポイ ン トに な る こ とであ ろ う。

2.4診 療所及 び通 院患者看護におけるデー タ処理の現状

診 療 を行な う医 師 の一 部 は大 きな 関心 を持 って い るが,診 療所 におけ る デー タ処 理 は これ 迄 の とこ

ろ,こ れ とい った突 破 口 を見 つ け てい な い。 しか し,プ ラ スの動 き として認 め られ る もの もあ る。 即

ち,EDPに 関心 を持 つ 医師,団 体,組 織 が こ こ数年 来,通 院 医学 の領域 にお け る有 効 なEDP利 用

に関 す る前 提 を検討 し,促 進 しよ うと努 力 して い る。 こ の こ とは,団 体 研究 会 等の コ ーデ ィ ネー シ

・ ンをそ こに属 す る医師 が努 力 し,一 部 実 現 して い る ところ で は多 数生 じて い る現 象で あ る。

まず,そ の 中 か ら次 の よ うな団 体 があ げ られ よ う。

1.「 ドイツ医 学合 理 化 研 究会 」 財 団,ケ ル ン

2.「 ドイ ツ医学 診断学 促 進協 会」
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3.「 ドイツ医学 記録 ・統 計協会 」,「 実践 医学 」研 究会

4.州 医師 会議 所 及 び州 保 健医 団体 内委 員会 及 び グル ープ

5.す べて の大 きな 医師 組 織 内 の当該研 究会 及 び委 員会(ハ ル トマ ソ連 合会,マ ール ブル ク連 合会,

ドイ ツ開業 医,連 邦 医師 会 議所 の科学 審議 会)

6.国 際 医学 予 測協 会,ヴ ィ ーン

「ドイ ツ医学 合理 化研 究 会 」財 団 は,そ の定 款 に基 づ き,通 院 医療 の観 点 か ら,医 学 にお け るデ ー

タ処 理 応用 分 野 の研 究 科 学 的 開発 を促 進 し よ うとす る もの で あ る。特 に,理 事 会(Vorstand)

に よ り明確 化 され る すべ ての 開 発作業 を調 整 す るた め 努力 す る。理 事会 に属 す るのは次 の通 りで あ る。

即 ち連 邦 医 師会 議所,連 邦 保 健 医会,マ ール ブル ク連 合会,ド イ ツ医 師連 合 会(ハ ル トマ ソ連 合会),

ドイ ツ開 業 医連 合 会(NAV),ド イ ツ健康保 険 中 央疾 病保 険,ド イツ協 会 で あ る。 本 財 団の 評議

会 にお いて は,州 医師 会議 所,州 健 康 保険 医連 合会,そ の 他 この 開発 に 関連 す るすべ ての 機関 が協 力

の機会 を与 え られ る。 また,財 団の 企 画委 員 会 は,そ の 後 優先順 リス トを作成 して い るが,そ れ に

よ る と次 の分 野 が重 点 的 に促 進 され る予 定で あ る。

1.医 師 の情 報

2.一 般 的 診療 所合 理 化

3.臨 床化 学

4.負 担 者 共 同体

5.ベ ー シッ ク既往 症

6.食 餌 計 画

7.EKG評 価

8.細 胞 学

この こ とか ら次 の こ とが明 らか にな る。 即 ち,医 学 に おけ るEDPの 可能 性及 び目的 に関す る専 門

的 な情 報 を前 面 に打 ち出 し,医 療 診療 所 内,ま た は,そ の た めのDPユ ニ ッ ト利 用 を早 急 に実 現 がで

きる個 々の分 野 に適 用 して い くとい う こ とで あ る。 同 時 にま た,同 財 団 に よ る とEDPに よ る合理 化

が緊 急 に必 要 であ る とい うこ とで もあ る。

初 めに,診 療 所 にお け るデー タ処 理 は,ま だ,そ の突 破 口 を見 つ けて いな い こ と を確 認 した が,既

に,現 在,実 践 的 な デ ー タ処理 装 置 の開 発の 一 部分 に 関 して研 究 す る 医師が,多 数 の努 力 を個別 に行

な ってい る。 これ が あて は ま るの は,ま ず,所 見 記 録,自 動 的既 往症 デー タ把握,実 験 室 オ ー トメ ー

シ ョン及 び計算 シス テ ムで あ る。 デー タ処 理利 用 に よ る診 療所 グルー プ内 の情 報 の流 れ 及 び組 織 作 業

を実現 しよ う とす る熱 心 な努 力 は,数 多 くの場 所で な され てお り,こ れ をそれ ぞれ 列挙 す る こ とは こ

の 調 査 の 枠 を越 え る もので あ る。

オ ン ラ インに よ る既往 症把 握,EKG診 断 学,エ ル ゴス ピロ メ一 夕及 び実験室 オ ー トメ ー シ ョンの
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診 療所 にお け る総 括 的 なDPユ ニ ッ トロー ルに っい て は,ド イ ツ語 圏内 で は これ 迄 の とこ ろた った ひ

とっあ るだ けで あ り,そ れ は,ヴ ィー ンのJ.シ ュ ミッ ト博 士 の 診療 所 であ る。 現 在 の と ころ,そ の

プ ロジ ェク トは,「 マル チ ・テス ト ・ラボ」 とい った もので ある。 個 々の部 分 につ い て は,模 範 的な

もの では あ るが,し か し,こ の開 発 につ いて は,既 に コス トの面 か ら,ド イ ツの保 険診 療 所 の現状 に

置 きかえ る こ とはで きな い。

将 来 の通 院患 者 看護 の 開発 に非 常 に重 要 な イ ンパ ル スが,ヴ ィー スバ ー デ ン,ド イツ診断 ク リニ ッ

クの設立 に よって 与 え られ て い る。

こ こで は,ド イ ツで初 め て,広 範 囲 に亘 って 通院 検 査 ・診断 の 目的 のた め に デー タ処理 を利 用 し た。

この利 用 は単 に,臨 床 化学 実験 室 また は機 能診 断等 の個 々の部 分 的 分野 だ け に亘 る もの で な く,種 々

の イン フ ォメ ー シ ョンプ ロセ ス及 び実 績 部署 の イ ンテ グ レー シ ョン及 び マネ ジ メ ン トを も含 ん で い る。

そ こで は,モ デ ュ ラー な構 想 が実現 され て お り,個 々の業 務 は,モ デ ュ ラー ・シ ステ ムに よ って遂 行

され,こ れ ら個 々の モ デ ュー ル は,1つ の大 型 の デ ータ処 理 ユ ニ ッ トに よって 監 視 され る。 従 っ て,

例 えば,中 央 の 医 師 セ ク レ タ リアー トにお け る デー タ把 握 及 び患者 収容 ダイ ア ロ グのた めに,オ ンラ

イ ン接 続 の タ イ プラ イ ター,タ イプIBM73の 協 力 の下 に,ERAプ ロセ ス計 算機510が 用 い られ て

い る。 臨床 化 学実 験 室 に お け る 自動 的把 握 に っ いて は,11の 測 定値 予 備処 理 装置 を伴 うSILABシ ス

テ ムが設置 され てい る。 その外 の モ デュール,特 にEKG分 析 及 び原 子力 医学 の 目的 の もの は現在 計

画中 で あ る。 ζ うした モ デ ュ ラー構 造 及 び段 階的 な イ ンテ グ レー シ ョンの構想 は,類 似 の診断 セ ンタ

ーの装備 に と って模 範 とな る もの で あ ろ う
。

通 院患 者 看護 に関 す る デ ータ処 理 の応用 の点 か らi特 に ベル リ ン及 び ハンブルクのMedidatader

RosenkranzKGの 名 を 挙 げ な け れ ば な らな い 。

るDP利 用 を ドイ ツへ 導 入 した団 体 で あ る。 その外 また,

Dr.ラ ウエ,医 学診 断研 究所 が あ げ られ よ う。 そ こで はIBM1130が ,オ フラ イ ン実験 室 オー トメ

ー シ ョンの た め に利用 され て い る
。

これ はかな り前 に,通 院患 者看 護 の 目的 に 関 す

サ ー ビス機 関 と して の分 野 で,ケ ル ン の

上記 の 列挙 もま た完 全 な もの とは言 い難 い。 総括 的 に は,医 療 診 療 所 及 び通 院 患者看 護 の 分 野 に関

して は,こ れ 迄 の とこ ろ,ご く僅 か しか デ ー タ処理 が 利用 され ていな い とい うこ とが認 め られ る。 し

か しなが ら,有 効 な計 画 と少数 の有 望 な モデル計 画 が あ り,こ れ か らは,そ う遠 くない 内に有意 義 か

っ経 済 的 な デー タ処理 利 用 が可 能 にな るで あ ろ うこ とが結 論づ け られ る。

2.5他 国 に お け る医学 デ ー タ処 理 の現 状

こ こで,外 国 にお け る医学 デ ー タ処 理 に関 す る詳細 な報 告 を 試み る とす れ ば,こ の調 査 の枠 を逸 脱

す る こ とにな る。 従 っ て ご く僅 か これ にふ れ るだ け に と どめ た い。
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2.5.1ア メ リカ の 現 状

一 般的 な デ ー タ処 理 の 飛躍
,そ し て60年 代 の 間 に アメリカが この分 野 にお いて遂 げた大 きな技 術 的進

歩 との関 連 か ら,デ ー タ処 理 を医学 に も利用 しよ う と試 み られ た(一 部膨 大 な支 出)。 アメ リカ政府

各 部 署(文 官,軍 人 各 部署),大 学,DP産 業 の協 力 の下,数 多 くの とこ ろで,幅 広 く分散 して 実験

が行 なわ れ た。 しか し,そ の後,そ れが役 に立 た ない とい う理 由か ら,多 くの試 み が中 断 され て しま

っ た。 しか し,こ うした こと は,そ の発 展 に とっ て非 常 に有益 な もの で あ った と言 わ なけれ ばな らな

い。

将来 有 望で 経 済的 な もの とみ な され た もの は僅 か しか な かっ た。 そ の ひ とっ として特 にあ げ られ る

の は,EKG診 断,原 子力 医学,臨 床 化学 実験 室,集 中 看護 ・患者 監 視 におけ る応用 で あ る。 米 国に

おけ る開発,そ して得 られ た経験 は,一 部 ドイツの プ ロ ジェク トに受 け継 が れ る ことが で きた。 勿論

の こ とで あ るが,ア メ リカ にお い て も,こ の手 法の ル ーチ ン応用 は,ご くわ ず かな部 署 に限 られ て い

るこ とを確 認 しな けれ ば な らな い(例 え ば,RochesterのMayo-KlinikのEKG,

VeteransAdministrationHospitals,WashingtonのWalterReed

Hospita1,SanFranc"iscoの 集中 看 護,SaltLaheCityのLatterDays

Saint5Hospita1)・

ア メリカ では,特 に医学研 究 に おい て デー タ処 理 が大 きな意 味 を得 た。 広 大 な研 究 プ ロ ジェ ク トが

多 数 あ り(特 に カ リフ ォル ニ アのStanford大 学 医学 部,テ キ サ ス の ヒュ ー ス トン,ニ ュー ヨー ク

州 の種 々の研 究所 一 大 部 分 はIBMに よっ て援 助),そ の 中で は,バ イオ シグナ ル処理,コ ー デ ィ

ネー シ ョン及 び イ ンテ グレ ー シ ョンの真 に興 味 深 い プ ロジ ェク トが行 な われ てい る。

これ に対 し,一 般 患者 看 護 に おけ る コン ピュー タ利用 の 状態 は ドイ ツ と類 似 して い る。 モ デル計 画

もご く少数 あ るだ けで あ る。 この中 か ら特 に 「AutomatedMultiphasicHealthTes-

tingSystem(AMHTS)」 につ い て述 べ る。

この シス テ ムは,NationalInstituteofHealthか ら強 く援 助 され,2～3の 実 に

印象 的 な モ デル ィンス トレー シ ョン及 び シ ステ ム を実 現 した。 この分野 で特 に知 られ て お り,ま た,

注 目す べ きな の は,カ リフ ォル ニ ア州 オ ー ク ラン ドのKaise}F◆undationの シス テム で,Dr:

MorrisCollenの 指揮 下 にあ る。 ま た,Houston/TexasのTaxasRehabilita-

,tionCenterのVallbona教 授 及 びSpencer教 授 の 調 査 も大 きな 注 目 を 浴 び て い る。

一 般 の 病 院 に は
,ご く僅 か な モ デ ル イ ン ス トレ ー シ ョ ン が あ る だ け で あ る。 特 に,広 大 な もの は,

NewJersey,LivingstonsのSaintBarnabas病 院 の プ ロ ジ ェ ク トで,コ マ ー シ

ャ ル ・ベ ー スで,デ ー タ 把 握 シ ス テ ム(特 に 医 薬 品 の 把 握 及 び コ ン トロ ー ル の た め)並 び に 一 般 管 理,

組 織 シ ス テ ム が 設 け ら れ て い る。 そ の 外,そ こ に は デ ー タ処 理 に サ ポ ー トさ れ た 重 症 者 監 視 シ ス テ ム

も あ る。

そ の 外 の モ デ ル 計 画 は(大 部 分 会 社 の 援 助 に よ る)ニ ュ ー ヨー ク 近 辺 に あ る。 例 え ば,Down

TownMedicalCenter,MountShinaiHospital(特 にEKG診 断),
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PresbeterianHospita1及 びMissouriのColumlia大 学 で あ る。

しか し,一 般 診療 所 及 び病院 にお け る患 者 看護 の構造 は,ヨ ー ロッパ及 び ドィッ とは全 く異 な るた

め,上 記 の モ デル 計画 は,一 般 保 健制 度 の枠 内 で,あ る程 度 しか,ヨ ーロ ッパ,特 に ドイツ へ 採 り入

れ るこ とは 出来 な い,こ の 点 を留 意 しな けれ ばな らない 。 アメ リカ の取 り扱 い方 に おい て は,経 済原

則及 び医師,患 者 の 自由 ・自立 性 が ドィ ッよ り著 しく強 調 され て い る。 現在,一 般 保健 制度 にお け る

デー タ処理 の 利 用 は まだ 経済 的 段 階 には到 って お らず,ま た,あ る程度,個 人 の 自由の 制 限 を必 要 と

す るコー デ ィネー シ ョン及 び標準 化 を要 求 す るた め,米 国 に おけ る一般保 健 制 度 の分 野 で,ま だ有効

な 開発 が な され なか った。 そ し て ドィ ッ と比較 して 一般 的 に そ うし た開発 に対 す る関 心 が少 ない とい

う事情 も不 思 議 で はな い。

2.5.2イ ギ リスに お け るデー タ処 理の 現 状

イ ギ リスで は 既 に10年 前 に,医 学 に おけ るデ ー タ処理 に と りくん でい る。 その関 心 は特 に次 の2つ

で あ った。

a)国 家 的 な保 健 サ ー ビス の枠 内で,国 民 の健 康 養護 を合 理 的 に促進 す るた め,概 念 及 び手 法 を標

準 化,規 格化 す る。

b)イ ギ リスの デー タ処 理 産業 が 特別 な シス テム を開 発 した 臨床 化学 実験 室 の オ ー トメ 化 。

これ らの 企 画の 枠 内 で,多 数 め興 味 あ る研 究 開 発 作業 がな され た。 ここで は,医 学 ドキ ュ メ ンテ ー

シ ョン,患 者 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン及 び大型 デー タ ・バ ンクの構造 に 関 す る イギ リスの 貢献 を

特筆 しな けれ ば な らな い。 更 に臨 床 実験 室 に関 す る2～3の 傑 出 したモデル イ ンス トレー シ ョンが紹

介 された。

一般 病 院 にお け る医学 デー タ処 理パ イ ロ ッ ト'プ ロジ ェ ク トの うち
,最 大 で,か つ 最 も進 歩 し た も

の は,LondonのKingsCollegeHospitalの プ ロジ ェク トで あ る。 これ はICL1905

//Eデ ー タ 処 理 シ ス テ ム で 作 業 を 行 な っ て お り,約20の タ ー ミナ ル が連 結 し て い る。 そ の 外 の モ デ ル

イ ン ス ト レ ー シ ョ ン はStokeのBirminghamRegionalHospitalBoardの 指 揮

下 で 設 置 され て い る。 こ こ で もICLの コ ン ピ ュ ー タ が 利 用 さ れ て い る。KingsCollegeの プ

ロ ジ ェ ク トは,医 学 情 報 シ ス テ ム の 構 造 を 主 と し て い る の に 対 し,Stokeプ ロ ジ ェ ク トの 主 な 関 心

は 管 理 部 門 に あ る。 こ の 分 野 に つ い て は,LondonのEastFndに あ るLondonHospital

で も,ま た,BirminghamのQueenElizabeshHospitalに お い て も開 発 作 業 が 行

な わ れ て い る。 両 病 院 と も小 型 のDPユ ニ ッ ト を用 い て い る。LondonHospitaIで は 小 型 の

Eliot803コ ン ピ ュ ー タ,QueenElizabethHospita1で はIBM1400を そ れ ぞ れ

利 用 し て い る 。

上 記 の プ ロ ジ ェ ク トの 外 に 多 数 の 計 画 及 び 利 用 が あ り,こ こ で は 特 に一 般 診 療 所 の 参 加 も意 図 し て

い る 。 これ と取 り組 ん で い る もの と し て は,E)c .eterのDr.Pearsonの プ ロ ジ ェ ク トが あ り・

SouthWestRegionalHospitalBoardの 責 任 のT,Exeter大 学 との 協 力 で 実
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施 され て い る。 同 じよ うな計 画 がEssexで もス タ ー トし,そ こで は,DPシ ス テムHoneywel1

516で 多 数 の 開業 医 とロ ン ドン北 部 の小 保健 セ ン ター を連結 して い る。

これ らの 試 みを ベ ー ス として,イ ギ リ ス政府 は,今 後 数年 間 で,医 学 のた め の特 別なDPプ ロ グラ

ム を促 進 させ る意 図 を もっ て い る。 その た め,イ ギ リス保 健 省 は,NationalHealthCom-

putingServiceGroupを 設立 した。 同 グル ープ はDonaldWhiteの 指揮 下 にあ り,医

学 にお け るデ ー タ処 理 の必 要性 及 び可 能性 を中央 に集 約 し,明 確 化 しよ う とす る もので あ る。 この グ

ル ープの 第1の 報 告 は,特 に,一 般 的 な保健 制度 にお け るEDPの 緊急 必 要 な導 入 を指 摘 してい る。

そ の傾 向 と して は,病 院及 び開 業 医 の利 用 に適 した 小型 の デー タ処理 ユ ニ ッ トを開発 す る とい う もの

で,こ のユ ニ ッ トはモ デ ュー ル的 な 課 題 を受 け継 ぎ,合 理 的 に実施 で きる もの であ り,ま た,独 立 す

るよ り大 型 の シス テ ムに接 続 で きる もの で あ る。

なお,イ ギ リス にお け るプ ロジ ェ ク ト促 進 に 当 っ ては,適 応 したDP要 員 の教 育,医 学 者 の 情 報

連絡 等 の 問題 に 大 きな考 慮 が は らわれ て い る点 を特 筆 してお こ う。

2.5.3ス カン ジナ ビ アに お ける 医 学 的デー タ処 理 応 用

スカ ン ジナ ビア にお いて は,医 学 に おけ るデ ー タ処 理の 利用 及 び新 プロ ジ ェ ク トの開 発 はス ウェー

デ ンで特 に次 の3っ の事 業 に集 中 して い る。

a)ス トッ クホル ムのDarderyd病 院 に お け る病 院情 報 ・管理 業 務 の ため の大 型 タ イム シェア リ

ング ・シス テ ムの 設置 。

b)研 究 ・開発 業務,特 に ス トック ホル ムのKarolinska大 学 病 院 にお け るThorax-

Chirurgie(胸 部外 科)の 領 域 内 で の医 師情 報 シス テム,医 学 所 見 の把握,医 学 ドキ ュメン

テ ー シ ョン等 の分 野

c)ウ プサ ラ大学 ・地 方 セ ン ターの 枠 内 に おけ る実 験 室 のた めのDPユ ニ ッ トの 開発 及び操 作(長

:W.シ ュ ナ イ ダー)

以 上3っ の プ ロ ジ ェク トにお い て,高 価 な開 発 作業 をな し とげ 注 目す べ き模 範 的 な イ ンス トレt'

シ ョンを達 成 した。

この特 別 な開発 とは別 に,コ ペ ンハ ーゲ ン及 び ヘ ル シ ンキに おい て は研 究 グル ー プ が結 成 された。

これ は病 院 の管理 業 務 の た めのDPユ ニ ッ ト利 用 に取 り組 み,こ の 関連 で 計画 構想 を開 発 し,組 織 的

な 予備 作業 を な し遂 げた。 デ ンマ ー クの作 業 グル ー プは,A,Marchmanの 指 導 下 に あ り,ヘ ル シ

ンキ にお け る作業 は,フ ィ ンラ ン ドHospitalLigaの 特 別開 発 グル ープ によ っ て実施 され る。

アメ リカ,イ ギ リス,ス カ ン ジナ ビアに おけ る上記 プ ロジ ェク トの他 には,日 本 及 び フ ラ ンス に,

単 一 の開発 が あ るだけ で あ るが,こ れ は,勿 論 国家 的 な意 味以 上の もの は あま り持 って い ない 。 しか

し,次 の 点 につ い て は記述 す べ きであ ろ う。 即 ち,フ ラ ンスに おい て,多 数の 小病 院 が,そ の管 理 業

務 を請 負的 に計算 セ ン ター にや らせ て い る。2～3の 病 院で は,管 理 目的用 のDPシ ステ ム(IBM

36(//20まt・ は36(//30)を 設置 して い る。
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総 括 的 に見 ると,国 際 比較 にお い て も,一 般 的 な 患者 看護 の枠 に お け る医学 デ ータ処 理 は ご く少数

の モ デル計 画及 び管 理 面へ の応 用 に限 られ て い るこ とがは っ き りと認 め られ る6し か し,そ の他 の国

にお い て も,今 後数 年 間 に相 当 の 資金 を投 入 し,こ の分 野 にお け る開発 を前 進 させ るこ とが予 測 され

る。
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3医 学 の発展 傾 向 とその将 来のDP応 用 に与 える影響

医学 に関 す るデー タ処 理 の将 来 展望 を判 断 す る場 合,デ ー タ処 理 の技 術 的,科 学 的な現 状 か ら出発

す るだ け で は充 分 で ない。 こ こで よ り重 要 な のは,状 勢 及 び医学 で考 え られ る将 来の発 展の 分析 で あ

る。 何故 な らば,こ れ らの発 展 か ら,デ ー タ処 理利 用 の た め,ま た,そ れ に反 対 の決 定 的 イ ンパ ル ス

が出 て くるか らであ る。 そ れ故,以 下で は,医 学 にお け る最 も重 要 な発 展傾 向,そ して 一般保 健 制 度

の そ れ を明確 化 し,そ こ か ら現 れ るデ ー タ処理 の導入 に対 す るイ ンパ ル ス を分 析 す る。

3.1特 に医師の領 域 における発展 傾向

医 師 の行為 の 発 展 は,こ こ数10年 の 医学知 識 の急激 な 拡大,拡 張 と,診 断及 び治療 技 術 の め ま ぐる

しい程 の進展 によ っ て特 徴 づ け られ る。 これ らの技術 は科学 的,物 理 的 方法 の種 々の 応用 によ って サ

ポー トされ て お り,バ イオケ ミー及 び原 子 物 理 の分野 にお け る諸 発 見 に役立 つ もの で あ る。

こ うした発 展の 過程 並 びに 科学 者 数増 大 に伴 い,医 学 出版 物及 び情 報 の 種類,数 と も年毎 に増 加 し,

その ため 医師 に と って沢 山 な もの の中 か ら,最 適 な患 者看 護に対 す る本 質 的 な もの を見つ け出 し,そ

れ を応用 す る こ とが 難 し くな っ てい る。

出版 物 の数,医 科 学 的知 識 の 量 と同時 に,診 断 及 び治療 の ため に開 発 され る方 法,機 器 の数 も増 え

て きた。 これ ら機 器 は,そ れ を理 解 す るた め には,大 体に お いて 詳 細 な,自 然 科学 的な知 識 を 必要 と

し,ま た,そ れ を操 作す るた めに は,特 殊 な 熟練 が必 要 で,こ れ は個 々 の医師 で は マ スタ ーで きそ う

もな い程 の ものであ る。 しか し,科 学 的 な研 究 グル ー プの中 に も,新 しい診断,治 療 機 器 一 そ の後

その形 態 一 を操 作 す る ため,特 別 な教 育 を受 けた技 術者 の 需要,そ の専 門化 が増 えて お り,事 実 こ

うした新 しい ものは,こ れ 迄 の手 法 で は満 足 に操 作 で きな いの で あ る。 こ うした傾 向 は将 来 も続 く こ

とが予 測 され る。

以 上 の状 勢 か ら,医 学 の分 野 にお い て,情 報 処 理,機 器操 作 及 び機 器 コ ン トロール の 新 しい形 態 に

対 す る希望 と,緊 急な要 求 が発 生 した 。 そ のた め,約10年 前,科 学 委 員 会 は,こ うした 問題 を克 服 す

る目的 で,医 学 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン及 び統 計 の科 目を新 し く導 入 す る よ う提案 した。 この専 門分 野

の 枠内 で,産 業 そ の他 技術 的 な 機 関(臨 床 化学,カ ル デ ィオ ロ ジー,原 子 力医学 等)と の協 力 に よ り,

これ迄 に,医 師の行 為 範 囲 に おけ るデ ー タ処 理 の導 入 に関 し,注 目 す べ き研 究 作 業 がな し と.げられ た。

この研 究作 業 は,次 の2つ の利 用分 野 に集 中 され て い る。

a)医 師の 情 報改 善 に対 す るデー タ処理 の応 用(医 師情 報 シス テ ム)

b)特 に 医師 の分野 にお い て,診 断,治 療 の 援 助 の ため のデ ー タ処 理応 用

将 来 は,設 定 され た 目的,即 ち,医 師の 作業 のDPに よ るサ ポ ー トを完 遂 す るた め,両 分野 と も,

-24一



研 究,開 発 に大 きな投 資 を しな けれ ばな らない。

医師情 報 シス テ ムに お け るデ ー タ処 理 利用 の た めに は,医 学 的概 念 の標 準 化 作業 と適 切 な ドキ ュ メ

ンテー ション・シ ステ ム並 びに デー タ ・バ ンク の設置 を推 進 しな けれ ばな らな い。 こ うし た情 報 システ

ムによ り,医 師 は 困 難 か つ 緊 急 な診断 に おい て も,簡 単 な 問題 に おい て も援助 され,常 に 総 合

的 に把握 した 医学専 門 知 識 が用 意 され る こ とにな るで あろ う(連 邦 政 府第2次 デー タ処 理計 画,参 照)

この よ うな情 報 シス テム を実 際 に利 用 す るた め には,基 礎 的,病 理学 的 な研 究作業 と並 ん で開 発 作

業 も進 めな けれ ばな らな い。 この 開発 作 業 は技術 的な分 野(ダ イア ロ グの交 流 のた め の イ ン/ア ウ ト

プ ッ ト機 器,デ ー タ ・バ ン クのた め の プ ログ ラム シス テ ム及 び適切 なス トレー ジ手 段 の創 造,適 切 な

連 結 ネ ッ トワー クの開 発)だ け で な く医学 方法 的 な領域(診 断 方法 の分 析,病 気徴候 の ドキ ュメ ンテ

ー シ ョ ン
,把 握,標 準 化,徴 候 一 経験 一 そ れ に対 応 す る病 気 との関 係 の調 査,診 断 ・治療 の ため

の適切 な決 定手 段 の開 発)ま で 及 ぶ もの であ る。

診断 及 び治 療技 術の 援助 をす るた めのDP利 用 は,専 らバ イオ シ グナル の 自動 的把握 及 び処 理 に あ

る。 この分 野 にお い ては,確 か に2～3の 進歩 が既 に とげ られ て はい る ものの,将 来の 発展 は,測 定

値把 握 及 び処 理 の 目的 の ため に柔 軟 に 利用 で き るよ うな安 く丈 夫 で,し か も操 作 の簡 単 なDP機 器 を

必 要 とす る。 こ うし た 「リアル タ イ ム ・タス ク」 を大 型 のDPユ ニ ッ トで処 理 す るこ とは,合 目的

的で な い と され て い る。 この 目的 に は,し っか りとワイ ヤ リン グ され た プ ログ ラム,手 入 れ,操 作 が

あまり必 要 さ れな い とい う条件 で,診 断 ・治療機 器 と接続 で きるよ うな小型 で安 価 なDP機 器 を 利用

す るのが有 意 義 であ る。 こ うした 特殊 計算機 は,モ デ ュ ー ル的 な構 造,各 種 機 器の 限定 され た イ ンタ

ー フェ イス(Schnittstellen)に 接 続 され
,よ り大 型 の シ ステ ムに収容 され う る とい うよ うに

装 備 され なけ れ ばな らない。

この よ うな特 別 な エ レ ク トロニ クス によ るデー タ把 握 及 び処 理 システ ムの 開 発 と 並 んで,将 来 バ

イ オ シ グナル処 理 の分 野 に おい て は特 に,重 症 患 者 の 自動 監 視 に関 す るDP利 用 が 重要 な 役 割 を持つ

こ とに な るで あ ろ う。 乙の場 合,DPシ ス テム は単 に測定 値 だけ を把 握 す るだ けで な く,医 師 がわ か

るよ うな表現 に転 化 しな けれ ばな らない。 それ よ り以 上 に これ らの測 定値 か ら計算 機 によ っ て監 視 さ

れ る患 者 の将 来 の状 態 に関 す る予測 を算 出 し,危 篤状 態を除 去 で き るよ うな方 向 を解 答 しな け れば な

らな い。DPシ ス テ ムは,こ こで は従 って 「Feedback-System」 として応 用 され る ことにな

る。 この よ うな フ ィー ドバ ッ ク ・シ ス テム は,将 来 大い に推進 され なけ れ ばな らな い人 工臓 器の 開

発 にお い て も,大 きな 役割 りを占 め て い る。

3.2一 般 保 健制 度 に お け る開発 傾 向

医科学 の急 激 な発 展,新 しい技 術機 器 と自然 科学 手 法 の導 入 は,一 般保 健 制度 の構造 を強 く変 化 さ

せ た。 ま た,我 々の社 会 の変 化,変 転 は 更に構 造 変 化 を ももたらした。産 業 化 及 び都 会化 に よ って もた

らされ る社会 的,地 理 的 層 の変 革 を 除 けば,一 般保 健 制度 の課 題 に 関す る プライ オ リテ ィー の考 え 方

の変 化 は非常 に重 要 であ る。 今 日で は,健 康 の 維持 ・改 善 は,病 気 の回復 と同 じ く,一 般保 健 制度 に
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おい ては重 要 な 問題 で あ る。 予 防,早 期 確 認検 査 の 法律 的 導入 と診 断 ク リ ニ ッ クの創設 は,こ う し

た 問題 が強 調 されて い る こ との徴 候 で あ る。 また,更 に 医学の産 業 化,一 般 化 に よ って新 しい問題 が

設 定 され てい る。 例 えば,環 境 問題,麻 薬 問題,住 民 の流動 と産業 中 心へ の人 口集 中に よ って発 生す

る組 織的 な問 題 が あ げ られ る。

社会 構造 の こ うし た変 化,健 康 管理 の強 調,人 間 ・環 境 損害 か らの 保護 は,情 報 交換 の 改善,保 健

制度 の組 織,機 能構 造 の合 理 化 を必要 とす る。

連 邦政 府 の保 健報 告 に既 に,こ うした合 理 化 及 び情 報改 善 の 問題 にっ い て は,デ ー タ処 理 が補 助 手

段 として決 定的 な 役割 りを果 し うるこ とを確 認 してい る。このDP利 用 の形 態 有 意義 な 利用 をは か り

うる領 域 に関 して は,こ れ迄 の と ころ傑 出 した考 え方,経 験 と とも存在 しない。 それ 故 一般保 健 の将

来 の発展 の 枠 内で,デ ー タ処 理 を有意 義 に 利用 す るため に は,直 ちに,一 般的 医学 に お け るデ ータ処

理 の有効 な 基礎 をっ く りうる よ うな,具 体 的 な計 画研 究 ・モデ ル を作 成 しな けれ ば な らな い。

これ迄,専 門家達 の考 え か らす る と,こ う したDP利 用 は,保 健 制 度 の範 囲に お け る部分 課 題 の有

意 義 な集 中化 及 び委 任 とな る。 連 邦 各州 の諸 計 画 は大 体 このた め の指 針 とみ る こ とが で き る。 これ に

よ ると,将 来,入 院 に よ る病 人看 護 は,通 常,多 数 の小 さな病 院 で は な く,大 きな 重点 病 院で 実施 さ

れ るべ きで あ る として い る。こう し た考 え方 との関 連 で 種 々 の病 院間 の情報 の流 れ のイ ンテ グ レー シ

ョ ン,保 健 養護の 枠 内で専 門の 課 題 の新 しい 配分 につ な が る計 画 を も見 な けれ ば な らない(例 えば,

特 殊 疾病 の処 置,助 言 セ ンタ ーの 設置,心 臓 セ ンタ ー,糖 尿 病 セ ン ター等)。

医師 の診療 所 の領 域 に つ い て は,構 造 変革 へ の傾 向 は,グ ル ー プ診 療 所 の診 療所 共 同体,共 同診療

所,分 散 医師 グル ー プ診 断 セ ンター 等 の ス ロー ガ ン的な概 念 に よ って 特徴 づ け られ る。 こ うし た医師

の職 業行 動 の新 しい組 織 形 態 か ら,仲 間内 の協 力 の改 善,そ れ に伴 う医師 の実 績 の 効力,質 の 改 善

医学 的 課題 の遂 行 に お け る沢 山 の問題 の よ りよい解 決 並 びに こ う した 協力 機 関 の重 点 的 設立 に よ る住

民 の通 院看 護 の改善 を期 待 して い る。 医師 か ら医師,医 師 か らク リニ ッ クそ して そ の逆 の情 報 の流れ

を改 善 す るこ とは,決 定的 な役 割 りを果 す もの で あ る。しか し,こ うし た改善 はあ る範 囲迄,情 報 ・組

織 課題 を加 入診療 所 及 び病 院 の これ らセ ンターへ 委任 す るこ とを必要 とす る よ うな,高 度 の情 報 シス

テ ムを前 提 とす る。 特 に,そ れ は概 念,方 法 の標 準 化 を必要 とす るた め,比 較 及 び受 け継 ぎが 可能 で

あ る。 これ ら標準 化 問題 に 当 って は,等 し く診 療所,病 院の使 用 に供 され る診断 ・技 術 セ ン ター の導

入 が必要,か っ合 目的 的な もの と考 え られ る。

一26一



4.医 学 にお け る将来 のDP利 用の 目的及び利用

4.1長 期 的 な 目的 及 び利 用

経 済及 び行 政管 理 に お け るEDP導 入 に 当 って唱 え られ た 目的 は,組 織及 び管 理 の流 れ を合 理 化す

るこ とで あ る。 この こ とはDPに よ って特 定 課題 をよ り早 く,安 く解 決 す る こ とに よ ってか,そ れ と

も,こ れ ま での方 法 で達 成 で き るよ り,DPに よ って著 し く大 きな性 能 を可能 とす るよ うな 新 しい機

能方 法 及 び組 織形 態 が 開 発 され る こ とに よって,実 現 し うるので あ る。

医学 に つ いて も,DPの 導 入 にお け る長期 的 な 目的 は,機 能 組 織 の流 れ を合 理 化す るこ とで あ る。

しか し,こ の 目的 の 確 定 に 当 って,産 業 経 済 にお け る応用 と く らべ て2～3の 特殊 性 が生 ず る。 医

学 に おい て達成 され るべ き利 用 は量 的 に,例 え ば あ る特 定 の金 額 に よ って確 定 す るこ とは困難 で あ る。

国民 経 済 全体 の枠 内 にお いて は,確 かに,医 学 措置 によ って発 生 す る特 定の 財 政的 な損 失,ま た は利

潤 を確 定 す る ことが で き る。 例 え ば,流 感 予 防注射 に よって 達 成 され うる平 均 利潤 の よ うに。 し か し,

医師 個 人個 人 に とって,国 民 の平 均 が,特 定 に 目的 づけ られた保 健措 置 の結果 で はな く,医 師 は どの

患 者 個 人 を も,そ の具 体 的 な 場合 に応 じ て最 適に 取 り扱 わ な けれ ば な らな い。 この場合,財 政的 な有

利 さ を固定 して考 え るこ とは,人 間尊 重 の考 え方 に も,ま た,医 師 の倫理 に も反 して い る。 従 って合

理 化 に 当 って は,医 学 の場 合,常 に倫理 的 観点 と人 間尊 厳 の保 護 を純粋 金 銭 的 利益 に 優先 させ てい か

なけ れ ばな らな い。

この こ とは,医 学 に お け る合 理 化 は,経 済 的 にで な く,機 能 的 に理解 され な けれ ばな らな い とい う

意 味 で あ る。 合理 化 の目 的 は,専 らコス トを引 き下 げ,利 潤 を向 上 させ る とい うこ とで は あ り得 ない 。

そ れ よ り も,経 済 的 な 可能 性 の 範 囲 で,国 民 の医療保 護 を改 善 す るこ とに 目 的 を置 かな けれ ばな らな

い。 デ ータ処 理応 用 に っ い て も,こ の 目的 にそ っ て整 備 され なけ れ ば な らな い。

デ ー タ処 理 の合 理 的 な利 用 の 可能 性 を選択 す る場合,こ れ 迄 実 施 され た 開発 作業 及 び研究 プ ロ ジェ

ク トは,有 効 な情 報 を提供 で き る。

これ らの結 果 に基 づ い て,有 意義 な デ ータ処理 利 用 を達 成す るた め に さ らにな され な けれ ばな らな

い 開発 作業,研 究 作業 を重 点 的 に明 らか にす るこ とが で き る。

特 に,医 師 の分 野 に おけ るデ ー タ処理 利 用 で まず第1に 対 象 とな る研 究 ・開発 問題 は病 理学 及 び医

学 徴 候 の分 野 で あ る。DP利 用 の た めに は,病 気の 定義 及 び概 念 像 につ い て,果 して それ が 客観 化,

標 準 化 が可 能 で,一 般 的 な統 一 的応 用 及 び プ ログ ラ ミ ング がで き る もの か ど うか を検討 す る必要 が あ

る。 この 目的の た め に は,膨 大 な情 報 収集 が要 求 さ れ る。 新 しい オ リエ ン テー シ ・ンにお い て は,分

類 の統 計 的方 法 論 及 び ク ラ ス ター ・アナ リシス等 が客観 的 方 法 と して多 く用 い られ る ことが予 測 され

る。

病 気 の定 義及 び概念 形 成 の こ うした新 しい オ リエ ンテ ー シ ョンは,医 師 が緊 急 ・困難 な診断 に おい

一27一



て援助 され,デ ータ 処理 に よ り総 合 的 に把握 され る知 識 が 用意 され る とい っ た医師 情 報 システ ムに と

り,前 提条 件 であ る。同時 に ま た,そ れ は,特 別 な 危険 一 覧 の作 成 並 び に予 防措 置 及 び早 期 確 認措 置 の

有 意 義 な計 画 の前 提 で も あ る。 な お,こ れ らの問題 にっ い て は,種 々の研 究 グル ー プが取 り組 んで い

る。例 えば,ミ ュ ンヘ ンの照 射 ・環 境 研 究 協会,医 学 デー タ処 理研 究 所 の ラン ゲ教 授 研 究 グル ー プ並

び に ライバ ー教 授 の指 揮 す る フランクフル トの臨 床 病理 学 ・病 状 学 記録 ・研 究部 がそ れで あ る。 後 者 の

め レープは,現 在 既に 稀 な,新 しい通 常 でな い病 気 に関 す る情 報 を与 え るこ とが で き る状態 にあ る。 国

際 的に は,こ の 問題 は,ジ ュネー ブの世 界 保 健機 構 が独 自の プ ロ ジ ェク トの範 囲内で(Council

forInternationalOrganizationofMedicalSciences)援 助 して い る。 こ

の プロ ジェ ク トは 医学 命 名 法 の統 一 の ため の もので あ り,約70名 の ドイ ツ人 の専門 家 が これ に参 加 し

て い る。 ドイツ人 参加 者 の コー デ ィネ ー タ ーは ワ ァー グナー教 授(ハ イ デル ベル ク)で あ る。

将 来 の デ ータ処理 利 用 に関 す る長期 目標 の 第2の 重 点 は,バ イオ シグ ナル(医 学 的 測定 デ ー タ収 得,

確 保,記 録,加 工)及 び 医学 技 術 の分 野 にあ る。 と こでの 目的は 次の 点 にあ る。即 ち,課 題専 門の デ

ータ処 理 シ ステム の開 発 に よ って
,診 断 測 定機 器 か ら得 た情 報 を直 接に 把 握,コ ン トロール し,そ れ

を 医師 が技 術的 な予 備知 識 が無 くと も,病 人 の処 置 に必 要 な情 報 を導 き出 せ るよ うに転換 す る とい う

こ とであ る。 こ うし た特 別 なDPシ ス テ ム の利 用 は,臨 床 化学,機 能 診断(EEG,EKG,肺 機 能

検 査等)の 全分 野,原 子 力 医学 にま で及 んで い る。 将 来 は,他 の 診断 技 術,特 に レ ン トゲ ン診 断 血

管撮 影 法,オ ー デ ィオ メ ータ ー等 もこれ に関 連 され るこ とに な るで あ ろ う。重 症者 の監 視及 び 麻酔操

作 にお け るDP応 用 はす で に 指摘 され るに至 っ てい る。

デー タ処理 開発 の も うひ とっ の重 点 は,患 者 看 護 の組織,マ ネ ジ メ ン ト問題 におけ るデ ー タ処理 利

用分 野 にあ る。 この 利用 は未 来志 向 的 な もの でな けれ ばな らず,従 って,現 在 の医学 の構 造 で な く,

未来 の そ れ に適 合 され て いな けれ ばな らな い。 前 章 で解 説 した 通 り,こ うした未 来 の構造 の 中 で は問

題 の集 中化 と委任 が大 き な意 味 を持 って くる こ とが予 測 され る。 その外,将 来 にお いて は,現 在 よ り

は るかに 強 く,予 防 医学 の 高度 な保 健 課 題 が,一 般 保健 制 度 の像 を決 定 す る もの とな る と考 え られ る。

こ の予 防 的保 健 課題 の枠 内 に おけ る医学 的 デー タ処理 応 用 の長期 的 目的は,高 度な情 報 シス テム の範

囲 に お け る情報 把 握,ス トレ ー ジ,仲 介 を行 な うこ とにあ る。 この 意味 にお い て,デ ー タ処理 利用 は

種 々の情 報,作 業 部署 の 統 合 に も結 びつ く もので あ りう る。

デ ー タ処理 に よ る この イ ンテ グレー シ ョンは単 に予 防 目的 だけ で な く,一 般 的 に保 健 看護 の大 型 の

シ ステ ム,例 えば,大 病 院 また は診 療 所団 体等 にお い て作 業 の改 善,合 理 化 とな り得 る。 その 際,イ

ンテ グ レー シ ョ ンは,機 能的 な流 れ の範 囲 で も(例 え ば,統 合 す る運 転,操 作DPシ ス テム の利用 に

よ る),ま た,用 い うるす べ て の知 識 及 び プ ロセ ス知識(デ ー タ ・バ ン ク及 び情 報 システ ム の意味 で)

の総 合に よ って も達 成 さるべ き もの で あ ろ う。

あ る地 区 の種 々の 医学 施 設(例 え ば 種 々の 病院,病 院 と診療 所,病 院 と処 置 セ ンタ ー)の 調整 目

的 の 枠でDPシ ス テ ム を利 用 す るにつ いて は,医 師間 の 協力 の新 し い形態 がモ デル 的に開発 され,実

際 に テ ス トされて い る。 こ うした 試 み は,例 え ば 人 口密集 セ ンタ ー また は大 都市 にお け る新 しい成

長地 域 に適 す る もの で あ ろ う。 こ こにお い ては,DP利 用 に関 す る新 しい柔 軟 な機 能 構造 が見 出 され
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る と考 え られ る。 そ の構 造 は他 の 多 くの地域 に とって ひ とっ の モデ ル とな りう るよ うな もの にな る。

4.2中 期 目標及 び 利用

中期 の 促進,即 ち,1975年 迄 の 範 囲 にお い て実 現で きる 目標 は上 記 の 中 の一 部 に限 られ る。 その場

合,効 果 的な促 進 の た め に プラ イ オ リテ ィ ー を設 定す る。,

以下 に,中 期的 に実 現 され得 る,ま た実 現 すべ きであ る とされ る 目標 をそ の 緊急 性 に従 って列 挙す

す る。

4.ZlDP利 用に よ る専 門 医師 行 為の 改 善

専 門 医師行 為 に お け るデ ー タ処理 の利 用 は,ま だ 初期 的 な もの とい うこ とが で き る。 しか し,も う

すで に,2～3の 分 野 で は,デ ー タ処 理応 用 に よ って 有意義 な改 善 がな され る。

こうし た分野 の1つ と して,DPユ ニッ トによ る診断 サ ポ ー トが あ げ られ る。 これ は,近 い 将来 に

お いて は,殆 ん どパ ィオ シ グナル処 理,即 ち,「 医学 的測定 値 の把握,確 保,記 録,加 工 」 にお け る

デ ー タ処 理 利用 一(連 邦政 府 第2次 デー タ処理 計画)一 に限 られ なけれ ばな らない。 実験 室診 断,

原 子 力 医学診 断 並 びにEKG及 びEEG診 断 にお いて は,既 に多 くを約 束 す るプ ロ ジ ェク トがス ター

トした。 これ らの プロ ジェ ク トは 更 に促進 され,満 足 のい く結果 に達 す るで あ ろ う。 しか し,デ ー タ

処 理 の利 用 は,測 定 値評 価 の他 の プロ ジ ェ ク トに も進展 をみせ てい る。 中 で も,レ ン トゲ ン診 断 にお

け る映像 把握 及 び映像 処 理 の問題 を特 記 すべ きで あ ろ う。そ の 外簡 単 な,し か し,し ば しば 発 生 す る測

定業 務(例 えば血圧 測 定 等)に お け るデ ー タ処理 利 用 に よ る診 断 の改善 が 中期 的 に行 なわ れ 得 よ う。

特 に緊 急な もの と して は,癌 予防検 査 の観点 か ら,細 胞 診 断 にお け る デー タ処理 利用 が あ る。 これ ら

新 し いDP利 用方 法 の調 査 に当 って は,ホ ログ ラ フ及 び レーザー技 術 とい った新 技 術 の利 用 が,ど の

程度 の 利点 を もた らす か を明確 に すべ きで あ ろ う。 医 師 の情 報 シス テムの 範 囲 にお け るDPユ ニ ッ ト
パ

と医師 との ダイ ア ログ交 流 に よ る診 断サ ポ ー トは 長期 的な 目標 で あ り,大 きな,多 面 的な 準 備作 業及

び モ デル研 究 に よ っての み 実現 され うる もの で あ る。 中 期 的 に は,診 断 方法 の 分析,病 気 徴候 の コ ン

ピュー タに よ る把握,標 準 化及 び記録 に よ る予 備 作業 徴候,経 過,医 学 的 測定 値 とそれ に対 応 す る

病 気 との 関係 のた めの機 能 モ デル の 開発,テ ス ト(例 えば,疫 学 研究 の範 囲)に よ る予備 作業 が行 な

い 得 よ う。

療 法 の改 善 は 当面,DPユ ニ ッ トに よ る療 法 コ ン トロール の範 囲 内に見 うけ られ る。 そ うしたDP

利 用 は,医 薬品 供給 にお い て も結 果 コ ン トロール 及 び療法 監視 に お いて も実 施 され うる。

専 門 医師 行 為の 長期 的 改善 が予 想 され るそ の他 のDP利 用分 野 は,重 症 者 監 視 と麻 酔監 視 で あ る。

この場 合,DPユ ニ ッ トによ っ て危 険状 況 及 び不 安な 病状 を確 認 し,医 師 にそ れ が通 達 され る。 この

目的 を達 成す るた めには,ま た一 連 の開 発,研 究 作業 がな されな けれ ば な らな いが そ の作 業 は,既

に中 期 的 にあ る程 度 の結 果 を期 待 で き る。 即 ち,生 命 機能 の経 過 を把 握,評 価 す るた めの機 器 手法,

プ ログ ラムの 開発,換 言 す れ ば,バ イオ シグナル 領域 の問 題 で あ る。
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4.2.2一 般 病 院及び 診 療 所 にお け るDPの 導入

これ迄 の経験 か ら,現 在 の形 での デ ータ処理 機 器(例 えば,IBM36(レ/OOシ ステ ムの 計算 機 以 上

等)は,中 小病 院 また は診 療 所 で合 理 的 に使 用 され て いな いの は明 らか で あ る。 種 々の病 院 ま た は診

療 所 が,大 型 計算 機 に連 結 さ れて お り,そ れ に よ って コス トが軽 減 され る とい った連 結 ネ ッ トワー ク

の考 え方 に して も,こ れ迄 は確 実 な もの で はな い。 これ は,病 院 に お け る デー タ把 握 の問題 が解 決 で

きな かった ため に,実 現 で きな か っ た。 しか し,そ れ は上 記DPユ ニ ッ トに よ って 処 理で きる。 管 理

事 務 的な 計算 問題 よ りも は るか に大 きな コス ト要 素 とな って い るの で あ る。

一般病 院 及 び診療 所 の ため ,近 い将 来,デ ータ処 理 を有 用 な もの とす るに は,合 理 的 なDP適 応 の

デー タ把握 をっ く りあ げ な けれ ばな らな い。 こ の問 題 は小 型計 算 機 と特別 な オ ン ライ ン ・シス テ ム に

よって のみ 解決 され うる。 従 って,こ うした デ ータ把握 シス テムの 開発 は,中 期 促進 の範 囲 で の第1

の 最 も緊 急 な 目標 であ る。 この シス テ ムな しで は,病 院の デー タ処 理 の合理 的利用 を行 な うこ と はで

きな いの で あ る。

なお,こ の関 係 で,イ ギ リス政府 の要請 に よ るDonaldWhiteの 研 究 におい て も類似 の結論

に達 してい るこ とを指 摘 したい。

これ ら小 型 の シス テ ムモ デ ュ ール が満 た さな けれ ばな らな い技 術 的,プ ロ グラム技 術 的 な条件 を最

終的 に確 定す るた め に は,一 連 の開 発,研 究 作業 が 必要 であ るが,こ こで は 一般 的な要 件 にっ いて2

～3指 摘 で きよ う
。 まず,こ の機 器 がそ の 設置 に関 して僅 か な条 件(例 えば,2～3コ ンデ ィ シ ョナ

ー)及 び手入 れ しか必 要 とせ ず
,専 門 的 なDP知 識が な くと も簡単 に操 作で き るこ とを要求 しな けれ ば

な らな い。 利用 す るに当 って は柔軟 な もので あ る こと,即 ち 種 々 の端 末 器 が これ に連結 で き,同 時

に運 転 で きる こと,そ の 外,コ ン トロ ール及 び警報 の た めの装 置(例 えば,固 定 ワイ ヤ リン グ され た

プロ グ ラム)並 びに デ ー タを ス トレー ジす るための 充分 な緩 衝 能力 を 備 えてい な けれ ばな らな い。 そ

の構 造 につ い て は,そ れ ぞれ相 互に,ま た,大 型 のDPユ ニッ トに接 続 で き るし,そ の外,周 辺 機 器 の限

定 され た イ ンタ ー フ ェイ ス(イ ン/ア ウ トプ ッ ト機 器 医学 測定 器)に 連 結 され 柔軟 なDPシ ステ

ムに拡大 され う るよ うな もの で あ る こ と,ベ ー シッ ク ・モデ ュー ル に よって管 理 事務 の範 囲 内 で リア

ル タイム課題(例 え ば,患 者 収容,倉 庫 管理 及 び簿記 管 理の 業 務等)を 行 な い,ま た,医 学 的 デー タ

把握 及 び治 療 コン トロール にお け る問題(実 績 把握,所 見 記 述,報 告)を も遂 行 す る もので あ る こ と,

そ の外,適 切 なモ デ ュ ー ルが,診 断 の 制限 された課 題,診 断 の組 織(例 え ば,レ ン トゲ ン診 断 また は

実 験室調 査 の組 織),診 断 ダ イ アロ グが用意 され て い る こ と,ま た,治 療 に おい て も,医 師関 係 の装

置の組織(例 えば,血 液 銀行,照 射 計算)に おい て も この システ ム が利用 可 能 で あ るこ と。

4.2.3モ デ ュラー,か つ イ ン テグ レー トさ れた 情 報シ ス テ ム の構造

第2段 階 に お いて は,保 健 制 度 の種 々の医学 的 作業 部 署 に おい て設置 され て い る小 さいDPシ ス テ

ムが,イ ンテ グレ ー トされ た シス テム に連結 す る こ とが で き る。 この こ とは,病 院 また は診療 所 共 同

体 の枠 内 にお い て も一 その場 合,種 々 の作 業 部 署 の モ デ ュー ルが ひ とっ の総 合 シ ステ ムに 連結 され
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る一 また,多 数 の 病 院 の シス テム が,ひ とっ の イ ンテ グレー トされ た情 報 シス テ ムに連結 され る地

区(例 え ば,都 市の地 区)の 範 囲内 で も,行 な う ことがで き る。こ うい う具合 に,そ れ ぞれ 異 な っ た医学

的 な 作 業 部署 の システムー 例 えば,病 院,一 般 診療 所,診 断 セ ンター,保 健 同 一 をひ とっ の総 合 シ

ス テ ムに イ ンテ グレ ー トす る こ とがで き る。

この 連結 は,段 階 的に形 成 され なけ れ ばな らな い。即 ち,そ れ ぞ れ特 定の,機 能 的 に,相 互 に調 節 され

たモ デ ュー ルが,よ り大 型 の デー タ処理 シス テ ム を通 じて,調 整,監 視 され るとい うこ とで あ る。 こ

の比 較的 大 きな シ ステ ムは再 びそれ 以上 の シス テ ムに結合 で き る。 この方 法 によ って の み超地 域 的 な

保 健 デー タ ・バ ンク,超 地 域 的 情 報 シス テ ム(例 えば,医 師 情 報 シ ステ ム,医 薬品 監 視 シ ス テム等),

超地域 的保 健 マ ネ ジメ ン ト・シス テム がつ く られ るの で あ る。

この シス テ ムの利 用

この 構想 の 特別 な利 点 は,例 えば,大 規 模 な中央 の計 算 セ ン ター を設置す る場合 に必要 な,大 きな

財政 的,組 織 的 予 備給 付 が 全 く不 必要 で あ る点 であ る。 構成 は む しろ一歩 一 歩す す め る こと がで き,

高度 の シ ス テム の計画 及 び構想 のた めに,そ れ よ り下の 段 階で の経 験 を応 用 し,そ の高 度 の シ ステ ム

をで き るだけ経 済的 に形 成 す るこ とがで き る。 システ ム のイ ンス トレ ーシ ョンに おけ るも うひ とつ の

利 点 は,こ れ らの システ ムが極 めて確実 に設 置 され うる点 にあ る。 起 り得 る事 態 は,同 時 に プ ロ グラ

ミング され,他 のモ デ ュ ール との 適切 な接 続 に よ って キ ャ ッチ す るこ とが で きる。 また,こ の方 法 に

よって,小 さな作業 部署(例 え ば,小 病 院 及 び 一般診 療所)に お け る財政的,人 的消 費 を少 な く抑 制

し,高 度 の 資格 を得 た人 員 の投 入,及 び大 きな技 術 的消 費 を少 数 の比較 的 大 きなデ ー タ ・セ ン ターに

限 る こ とが で き る。

病 院,一 般 診 療所 及び 保健 局 の情 報 シス テ ムの地域 的連 結 にお いて は,保 健 養護 の重 要 な組 織 的な

一連 の 課題 が著 し く
,よ り良 い方 向で処 理 され,解 決 され う る。 これに属 す る もの として は,例 えば,

地域 的,実 際 的な 診断 統 計 の管 理 があ り,こ れ に伴 っ て例 え ば,国 民 の保 健状 況 の 危険 な変 化 を適 時

確認 し,適 当な処 置 に よ って対 応 す るこ とが で き る。 そ の外,医 学 的 特別 な 看護(例 え ば,癌,物 質

代謝 病,冠 状動 脈危 機 患 者等 の養護,事 故 外 科,心 臓 セ ンター)の 組織 は,地 域 的 な情 報 シ ス テムに

よって よ り効 果的 に形 成 され よ う。 これ らの シス テム は簡単 な,組 織的 な 問題,例 えば,献 血 者 リス

トの組 織,医 薬 品 セ ンタ ー,病 人輸 送サ ー ビス等の 組織 に おい て も高 価 なサ ポ ー トを して くれ る。 ま

た,こ う した方 法で,現 存 の保 健施 設 の能 力 を最 適 に利 用,調 整 す るこ とが で き る。

以 上の よ うな種 々の保健 施 設の 連結 に 際 して は,患 者 医 師間 の プ ライバ シー を保 護 す るた め,デ ー

タの 保 護 に特 に注 意 しな け れ ばな らない ことは言 うま で もな い。 そ の よ うな デー タ保 護 は,技 術 的,

組織 的 に もあ ま り多 くの 費 用が な く と も実現 で き る。 これ とは 別 に合 目的 な法 的措 置 も必要 で あ る。

4.2.4医 学デー タ処 理 の 分野 にお け る教 育 ・訓 練 の改善

既 に数 度 にわ た り明 らか に した よ うに,一 般保 健 制度 におけ るデ ー タ処理 の導 入 に関 す る最 も本 質

的 な前 提 の ひ とっ は,
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a)充 分 に教育 されたDP要 員 を機 器 及 び プ ロ グラム の開 発,操 作 に あて る こ とがで きる こと。

b)医 師 及 び看 護 ・技 術 人員 がDP応 用 の可 能性 と限界 を熟知 し,積 極 的 な協 力 に うっ るこ と。

であ る。

これ らの 問題 は,教 育 ・訓練 の促進 に よって のみ 解決 され うるもの で あ る。 医学 め中 に特 別 に 医学

情 報工 学 の 科目 がっ く られ,適 当 な訓 練 課 程が 設 置 され る とす れ ば,こ れ も有 意 義な 方 向で あろ う。

更 にまた,医 学 情 報 工学 及 びそ の関連 専門分 野(バ イ オ メ トリー,バ イオ メ デ ィカル技 術)の た め

の アカ デ ミーを設 置 す るこ とに よ って,広 範 囲 に わた る(医 師,技 師,一 般)訓 練,情 報 の努 力が 新

しい,高 価 な インパ ル ス を得 る こ とが で きよ う。 こ の アカ デ ミー は,一 般 へ の情 報,医 師,看 護 人 の

訓 練,そ し てDP要 員 の専 門教 育 を行 な う もの で あ る。
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5 必 要 促 進 措 置

5.1必 要促進措置 の概要

医学 に お け るDP利 用 につ いて は,3つ の点 を促進 すべ きで あ ろ う。

1.専 門研 究 プ ロジ ェク トの促 進

2.技 術 的 開発 プロ ジェク トの促 進

3.デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロジ ェク トの促 進

研 究に よ って は:

一 患者 看 護 の範 囲に お け るマ ネ ジメ ン ト問題 及 び特 別医学 問 題 に関 して のDP利 用 の 可能性 を明 ら

か に し,DP利 用 の実用 化 を行 ない(定 義 段 階),

-DP利 用 におい て発 生 す る特 別研 究問題 を解 決 し(例 え ば
,医 学概 念 の標 準 化DP診 断学 ま た

は治療 にお け るDP利 用 に関 す る医学 的基 礎 の研 究),

-DP利 用 に関 す る技 術 的
,組 織的 条件 を検 討 し,明 らかに しよ うとす る もので あ る。

技 術 的開 発 プ ロジ ェク トに よ って は,実 用 的,合 理 的DP利 用 を可能 にす る新 しいDP機 器 の開発

が な され る。 こ こで特 に 必要 なの は:

一 病 院
,診 療所 用の 実用 的,操 作 が簡単,安 価 な デー タ端 末機 器 の 開発

一 特 別 な 医学 問題 用特殊 プ ロセ ス計 算機 及 び小型 計算 機 の開発

－DPユ ニ ッ トと測 定 機 器間 の 特 別電子 連 結 機 器の開 発

一 医学 的利 用 目的の 特 別 ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジ及 びデー タ補 助 材 の 開発(様 式 カー ド
,ア イ

デ ンテ ィ フィケ ー シ ョン ・シ ステ ム)

で あ る。

デモ ンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ ク トは,医 学 にお け る特別 な デー タ処 理応 用 の実 用 性 をデ モ ンス

トレー トし,そ れ に よ って,幅 広 い応用 範 囲 にお け るDP利 用 の イノベ ー シ ョンに 貢献 しよ うとす る

ものであ る。 この場 合,特 に 手法 の経 済 性 と,出 来 るだ け大 きな 「相 乗効 果 」 が得 れ るよ うに留意 す

る。 当面,デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロジ ェク トは,次 の分野 に お いて必 要,か つ,有 望 であ る。

一 一般病 院及 び診 療所 の モ デュ ール 的なDPシ ステム

ー 病 院間 の情 報 の流 れ の イ ンテ グ レー シ ョンの た めの システム

ー 一般 診療 所
,病 院,保 健局 間 の情 報 の イ ンテ グ レーシ ョンの た め の システ ム

ー 予 防検 査に お け る デー タ処 理 利用

この促進 の 範 囲 を超 え て重 要 な こ とがあ る。 そ れは,当 面,医 学 にお け るデ ー タ処 理分 野 で充 分 に
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幅広 い教 育 を行 な うことで あ る。 この教 育 は,一 面 にお い て関係 医師 及 び看護 者 にDP応 用 の 方法 を

熟知 させ る目的 を追 求 し,他 方 にお い て,DPユ ニ ッ トの 専 門 オペ レー タを見 出 す こ とを 目的 どす る。

教 育 の問題 は,研 究,開 発,デ モ ンス トレー シ ョ ン各 プ ロ ジェ ク トと平 行 に,そ れ と調整 を と りな が

ら進 めてい か な けれ ば な らな い。

5.2医 学 デ ー タ 処理 にお け る教 育 ・訓 練 の促 進

医学に お け るデ ータ処 理導 入 に 際 して直 面す る困難 及 び 磁路 の ひ とっ は,医 学 的応 用 の訓 練 を 受 け

たDP要 員 の 不 足,保 健 制度 に お け る医師,看 護 人,技 術要 員 の情 報,理 解 の不 足 に起 因 して い る。

こ うした 欠陥 を排 除す るた め,医 学 デ ータ処理 に関 す る教化,訓 練 を促 進 し,強 化 す る こ とが 緊急 に

必要 であ る。 そ の措 置 とし て次 の提 案 を し たい。

5.2.1大 学及び専門大学における情報工学科及びそれに関連するバイオメトリー及び医学技術各科

の促進

連邦 政 府 第2次 デ ー タ処 理 計 画 に お け る定 義 に よれ ば,情 報工 学 は,「DPユ ニ ッ トの 構 造,コ ン

ピュー タ言語,プ ログ ラ ミン グ並 びに"人 間 ・機 械相 互作 用"を 含 むその 応用 方法 論 等 に 関す る科 学 」

であ る。 これ に よ って,医 学 情 報 工学 は,専 門 科 目 として は医学 に おけ るDP応 用 の 構造 的,方 法 的,

技術 的問 題 と取 り組 む もの と理 解 され る。 これ らの 問 題 と密 接 に結 びつ い てい るのが バ イオ ロ ジー及

び医学 に お いて 量 的方 法 を導 入す る こ とを取 り扱 う専 門科 目,バ イオメ トリーで あ る。

この ことは,バ イ オ ロ ジカル な過程 の ため の数学 的 モデ ル及 び数 学 ・統 計 的 方法 の開発 に よっ て起 っ

て くる。 パ イ オメ トリー は従 っ て,デ ー タの 分析,イ ンタ ー プ レテー シ ョンの ための 方法 的基 礎及 び

方 式 を提供 し,そ れ に よ って 医学 に お け るデー タ処理 評 価 の方法 基礎 を形 成す る。 バ イオ メ デ ィ カル

な技術 は 医学 及 び パ ィオ ロ ジー にお け る技 術的問 題 を対 象 とす る。即 ちバ イ オ ロ ジー及 び医学 にお

け る技 術 的な補 助 機器 の利 用,医 学 的 バ イオ ロ ジカ ルな 過程 の た め の技 術 的 モ デル の開発,バ イオ ロ

ジカルな 器官 また は機 能 の代 用 をす る技 術 機器 の 導入 であ る。 これ に伴 ってバ イ オメデ ィ カル技 術 は,

医学 にお け るデー タ処 理 利 用 の た めに,補 完 的な技 術 機 器,構 想 を提 供 す るものであ り,こ の ため3

っの専 門 分野 を結 束 した統 一 体 として見 て,促 進 しな けれ ばな らな い。

この専 門分 野 の促 進 は,第2次 デ ー タ処 理計 画 に お け る構 想 に応 じ,医 学 情報 と医学教 育 の促進 及

び医学 情報 工学 一 バ イオ メ トリー,医 学 技術 の促進 に よ って 実現 さるべ き もので あ ろ う。 これ に 関

す る提案 は,最 近,DFGの 意 見書 の中 で行 な われ て い る。 この 提案 に つ いて は強力 に支持 したい。

特 に,重 要 と思 わ れ るの は,大 学 医学 部及 び医科 大学 に 医学的 情 報 工学 の講 座 をっ く り,特 に,臨 床

的応 用 のた め の デー タ処理 シス テム(ク リニカ ル情 報 シ ス テム)を 用 意 す るこ とで あ る。 医学 的 情 報

システ ムに しろ,オ ンラ イ ン測 定 デ ー タ把 握,処 理 に し ろ,一 般 の 大学 計算 セ ンタ ーで 実 現 す る こと

は で きない。(このた め,医 学 は,そ れ 自体 の 目的 の た め に,独 自の デー タ処 理 機器 を所 有 す る こと が

重 要で あ る。 医学 部 及 び ク リニ ッ クの 機能 構 造 に デー タ処 理 シス テ ムを有意 義 に組 み 込 む た めに は,
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医学 部及 び ク リニ ックの新 設 ・増設 計 画 に際 して,DPユ ニ ッ トの用意 を予 定 し,促 進 すべ きであ ろ

う。

5.2.2実 業 学 校 にお け る医 学技 術及 びDP教 育 の 促 進

大学 関係 の措 置 に加 え,実 業学 校 の 教 育 プ ログ ラ ムに も,医 学 情 報工学 及 び バ イ オメ デ ィカ ル技 術

の科 目 を採 用 すべ きであ ろ う。 これ によ って達 成 し よ うとす る のは,充 分な 資格 を有 し た オペ レ ータ,

技 師,治 療 助 手,例 えば,一 般 保健 制度 内 のデ ー タ処理 利 用 の た めの医学 技 術要 員,ま たは,医 学 ド

キ ュメ ンテ ーシ ョン助 手 を確 保 す る こ とで あ る。 この よ うな促 進措 置 の具 体 化 のた め種 々の 可能 性 が

あ る。

a)医 学 デ ー タ処 理 及 び医学 技 術専 門科 目に っ いて技 師 を養 成 す る目的 で,エ ン ジニ ア学 校(高 等

技 術 実業 学 校)で 教 育課程 を導 入 す るこ と。 この 方 向は ギ ーセ ン及 びハ ンブ ル グの エ ン ジニ ア学

校 で実 施 され て い る。

b)医 学 情 報 工学 の た めの 実 業学 校 を設 立 す る こ と。 こ うした学 校 のモ デル としては,ウ ル ム及 び

ギ ーセ ンに 設立 され た女 子 医学 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン助手学 校 があ げ られ る。 そ こで は,医 学 デ

ー タ処理 教 育 も実 施 されて い る
。 実業学 校 にお け るこれ か らのDP応 用強 化 実業学 校 の設 立 は

更 に促進 すべ きであ ろ う。 ・

e)女 子 医学 技 術助 手学 校 ま た はそ の他 治療 助 手 学校 にお いて 医学 情 報工学 教 育部 門 を設 立す る こ

と。 この 方 向は,私 の知 る限 りで は ま だ と られ て い ない。 しか し,こ れ は,容 易 に実 現 で きる手

掛 りとして 述べ て お くべ きで あろ う。

5.2.3医 学 デー タ処 理,バ イ オ メ トリー 及び バ イ オ メ デ ィカル 技術 の ア カデ ミー 設立

医学 デ ー タ処 理 にお け る教育 の大 部 分は,そ れ ひ とっ の 専 門学 習 の範囲 内 で はな く,付 加 的な 教育

に よって行 なわ れ る。 この 付 加 的教 育 は,管 理 関係 要員,エ ンジニ ア等,自 己 の 分野 にお け る専 門教

育 を得 て お り,医 学 デー タ処理 の特 別 な問 題 に も精通 し よ う とす る場合 の転 換 教 育 か,ま た は,デ ー

タ処 理 ユ ニ ッ ト利 用に お け る医学 者 の教 育 の ど ち らか で あ る。 更 に また既 に 医学 デ ー タ処 理 の分 野 に

勤 務 を してお り,DP技 術 の進 歩 と新 しい 応用 可 能 性 に精通 し よ う とす る人達 の再 教 育 に対 す る緊急

な需要 が あ る。

医学 デ ー タ処理 分 野 にお け る転 換教 高 教 育,再 教 育の種 々の 問題 は,現 在,DP産 業 及 び専 門連

合会 の セ ミナー 及 び講演 会 の枠 で ご く不 充 分な 形 で しか と りあ げ られてい な い。 こ うし た催物 は,医

学 にお け るデー タ処理 利用 の普 及 と再教 育 に,あ る程 度 貴重 な貢 献 を こなす ことが で き るが,し か し,

計 画 的,有 意義 な 転換 教育 及 び教 育 が こ うした 方 法 では行 い得 ない の であ る。

この た め には,認 め られ た教 育 課 程 を有 す る常 設 の機 関 が必 要 で あ る。 しか し,こ の 教育 課 程 もこ

れか ら開 発 しな けれ ばな らず,ま ず,種 々の機 関 で 種 々の 目的 にそ って実 現 され るであ ろ う。 こ うし

た開 発 が,ば らば らにな らな い よ うこれ ら教 育 課程 の と りま とめ,調 整,効 果 コ ン トロー ル が必要 で

あ る。 この 問題 は,超 地 域 的 な機 関,例 えば,超 地 域 的 な 医学 デ ー タ処理,バ ィオ メ トリ ー,医 学 校
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術 アカ デ ミー で とりあ げ らるべ きで あ り,従 って,そ うした アカ デ ミーの設立 を 提案す る もので あ る。

この アカ デ ミーの第1の 課 題 は,教 育,再 教 育 の内 容,教 程 の モ デ ルに よ る開 発 と最適 化 並 び に上

記 専門 分 野 にお け る教 育,再 教 育の調 整 で あ ろ う。 この 課題 は種 々 の教 育機 関 との 密接 な協 力 の下 に

実施 しな け れ ば な らな い。 そ の場 合,ア カデ ミー は教育 機 関 に対 し,助 言的,援 助 的 な立 場 で側 面 に

立 ち,そ の教 育機 関の 教 師 及 び 医学 デ ー タ処 理 に た ず さわ る者 に対 し,特 別 な催 物 の組 織 を迎 じ,再

教 育,意 見 交換 の可 能性 を与 え るよ うにす る。 更 に また,ア カ デ ミーは,一 般 情 報大 会 の開 催,目 的

にそ っ た 「PR活 動」 等に よ って,医 学 デ ー タ処 理の 理 解 の普 及,促 進 につ い て著 し い広 範 囲 にわ た

る効果 を得 る こ とが で き る。

この アカ デ ミーの 法律 的 な形 態 と して は,G・m・b・H・ が望 ま しい。これは一 一 ・ハノーヲ〉 の大 学情

報 シス テ ムG・m・b・H・ の 例 か ら一 連邦 及 び各 州 か ら融資 され るこ とが可 能で あ ろ う。 しか し,連

合 体 及 び産業 に よ る融 資 も考 え られ る。'

5.3専 門 医師 行 為 に お け るDP応 用 に 関す る研 究 プ ロジ ェク トの 促進

5.3.1既 に こ の 分野 で 開始 されて いる研 究 プ ロジ ェ ク トの 継 続促 進

第2節 で述 べ た よ うに,連 邦 教 育 科学省 は,第1次 デー タ処 理計 画 の範 囲で,医 学 診 断 に お け るデ

ー タ処 理応 用 に関 す る研 究 プロ ジ ェク トを促 進 させ た
。 この プ ロ ジ ェク トにおい て は,種 々 の研 究 グ

カ

ル ープ が多 数の 部分 問題 と取 り組 ん だ。 即 ち,臨 床 ベ ー シ ッ ク ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ンに関 す る情 報 シ

ステ ム にお け るDP利 用,臨 床診 断学 の た めの アル ゴ リズ ム開 発 予 防検 査 のDP利 用 及び 次 の 目的

のた めのDPシ ステ ムの 開発 ・テス ト,即 ち原 子 力 医学 診断学,臨 床化学 実験 室 重症 者 監 視 エ レ

ク トロ カル デ ィオ グ ラフ,'フ ォノ カル デ ィオ グ ラ フ及 び エ レク トロユ ニ セ フ ァ ログ ラ フで あ る。

デー タ処理 を専 門 医師行 為 改 善 の た め貢献 させ よ うとす る中期 目標 の範 囲 で開 始 され てい る作 業 を

継 続 させ所 期 の 結果 を もた らす こ とが必要 であ る。 個 々に は次 の よ うな 促進 措 置 が必要 であ る。

a)機 械 的決 定援助,デ ー タ ・バ ンク開発 及 び早 期 確 認検 査 の促 進 の 目的 で ミュ ンヘ ン照 射 環 境研

究 協 会G・m・b・H・ の 医学 デー タ処理 研 究 所(IBD)の 作業 に関 す る促 進

IBD研 究 グル ー プは,ラ ンゲ教授 の 指揮 下 で,こ れ 迄 次 の 問題 と取 り組 ん だ 。

一 臨 床 ベー シッ ク ・イ ン フ ォ メー シ ョン の観 点 か らす る情 報 シ ステム の開 発

一 臨 床診 断学 の アル ゴ リズム:こ の分 野 は
,ク リニ ックの総 合 医 師的決 定 ス トラテ ジーの範 囲

即 ち決 定 の ネ ッ トワー ク内 にお け る コ ン ピュー タ援 助 に当 る。

一 予 防 医 学 の診 断
,予 後学 の アル ゴ リズ ム:病 気 の疑 いあ る者 の 自動 ス ク リーニ ン グ

.こ れ らの 作業 は,一 般 の診 断 にお け るDP利 用 の重 要 前 提 を明 らか にす る ため に役立 つ もの で

あ り,更 に 促進 され るべ きで あ る。 診 断 アル ゴ リズ ムの 目的 は,医 師 ・コ ンピ ュー タ ・ダ イアロ

グの形 で患 者 の病 気 徴候 を把握 し,DPユ ニ ッ トに よっ て,医 師 の診 断決 定 のた め 信頼 で き る精
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報 に加 工 で き る とい ったDPプ ロ グ ラム ・シス テ ム をっ くる こ と にあ る。 この プ ログ ラ ム ・シス

テ ムの 作成 に必要 な項 目 は,臨 床 ベ ー シッ ク ・イン フ ォメ ーシ ョン と客観 的 な 病例 の デー タの デ

ー タ ・バ ンクに集 め られ
,記 録保 存 され てい'る。 この デー タ ・バ ンク によ って,シ ステ ム に利用

されて い る診 断 アル ゴ リズ ムの 臨 床的 な重要 性 を テス トす るこ と もで き る。 更 に,こ の デ ー タ ・

バ ンクは,徴 候 の総 合性 の研 究 とそ の病 気 の 関連 にっ いて貴 重 な 情報 を与 え て くれ る。 これ らの

情報 は所 見,診 断 の 定量 化 に とっ て基 礎的 な もの であ る。

早 期 発見 検 査 に対 す るDP利 用 の 方法 に関 す る作業 にっ いて は,予 防検 査 及 び予 防 医学措 置の

改善 に とっ て基礎 とな るよ うな 方法 問題 を解決 すべ きであ ろ う。

IMDの も うひ とつ の課題 は,次 の 点 にあ っ た。即 ち,種 々の 医学 デー タの ス トレー ジ及 び評

価 の構想 を開 発 し,診 断,予 後 モ デル の予 備作 業 を短 縮 す るこ とであ る。 これ に は また ミス コ ン

トロール の一 般 的 プ ロ グラム も属 して い る。 これ らの開発 作 業 は プロ ジ ェク トとして,種 々の臨

床パ ー トナ ーが実行 す べ き もの と考 え られ る。

こ のほ か,同 研 究 所 は,教 育科 学省 が促進 す る計 画 によ って 設 置 され る機械 プロ グ ラム をすべ

て記 録(狭 義 の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンで はな い)す るよ うにな っ てい る。

上 記 の作 業 は,長 期 的な 問 題 であ り,研 究 所 に対 す る確 実 ・継 続的 な 融 資 があ って は じめ て解

決 され る もの で あ る。従 って,照 射 ・環境研 究協 会 の予算 の中 に 同研 究所 の予 算計 上 を行 な うこ

とが緊 急 に望 まし い。

b)原 子力 医学 デ ー タ把 握 及 び デー タ評 価 の た めの作 業 促進

この 部分 プ ロジ ェク トの 中 で,原 子 力 医学 測 定 機器 が っ くられ た。 この作 業 は,ボ ン大 学病 院

の原 子力 医学 部(長:ヴ ィ ン クラ ー教 授)及 びハ イデル ベル グの ドイツ癌 研 究 セ ン ター 一 原 子

力医学 研 究 所(長:シ ュール教 授)一 が ドイツ癌 セ ンタ ーの ドキ ュ メン テー シ ョン ・情 報 ・統

計研 究 所 とジー メ ンス社(エ ル ラ ンゲ ン)の 協力 の 下 に行 った。 この擦 つ くられ た 構想 及 び プ ロ

グ ラ ムは,当 面,臨 床 的に テ ス トされ,有 効 化 されな けれ ば な らな い。 この有 効 化 の範 囲 で,デ

ー タ ・トラ ン ス ミッ シ ョン を用い て
,分 散 的 なオ ペ レー トを構 成 テ ス トされ るよ う努力 され る。

更 に,評 価 プ ログ ラム を新 しい テ ス ト方 法(例 えば,ク リア ラ ンス ・テ ス ト)及 び特殊 診 断 問題

に転 用 され よ う。

c)臨 床化 学 実験 室 に おけ るデ ー タ把握 ・デー タ処理 の 促進

この部 分 プ ロ ジェク トに お いて も,ミ ュ ンヘ ン ー ハ ルテ ヒ ング市 立 病 院,臨 床 化学 研 究所

(長:ク ネー デル 教 授)が ジー メ ンス社(エ ル ラ ンゲ ン)の 協 力 の下,ベ ノkリンFU,シ ュテ ー

ク リッツ クリニ ク ムの臨 床 化学 ・臨 床 バ イオ ヒュ ミー研 究 所(長:ド ウル ツェ教 授)が ニ クス ド

ル フ社(パ ー ダーボ ル ン)社 の協 力の 下 で,モ デ ル シス テ ムを開 発 し た。 将 来の 問題 は,こ れ ら

のDPシ ステ ム及 び構 想 を拡 大 し,ル ー チ ン 操作 をテ ス トす るこ とにあ る。 これ に は,付 加 的

な分 析機 器 の イ ン ター フェ イス を通 じてDPシ ステ ムへ の接 続,機 器 適応 プ ログ ラ ムの作 成及 び
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組 織 の流 れ の補 完 等 があ る。 その後 で,機 能 安全 性 のた め の テ ス ト運 転 を行 な い,続 け て テ ス ト

段階 で広 範 な経験,結 果 の ための作 業を行 なわ な けれ ば な らない。

d)DPユ ニ ッ トを用 い た重症 者 監 視 に関 す る科学 的検 査 の促 進

デ ュ ッセル ドル フ神 経 外 科大 学 クリニック(デ ィ レク タ ー:ク ー レ ン ダー ル教 授)で,AEGテ

レ フンケ ン社 の協 力 の下 に行 なわ れ た この プ ロ ジェク トの以 後 の課題 は,デ ー タ取 得 及 び予 備 処

理の た め に モ デルユ ニ ッ トを同時 に 患者2名 に実 施 す るこ とに あ る。 こ の問題 に 関 して は,オ ン

ライ ン ・デ ータ伝達 及 び適 切 な デ ィス プ レー 並 び に アウ トプッ ト ・ユ ニ ッ トの テス トが行 な われ

な けれ ば な らな い。 更 に,プ ログ ラム開 発 を継 続 し,バ イオ シ グナル の長 時 間分 析 の ため の実 験

研 究 を実施 す る。 この 際,新 しい統 計的 評 価 手法(例 え ば,ス ペ ク トルム,ヒ ス トグラ ム,ト レ

ン ド)の 臨床 的重 要 性 及 び イン ター プ レー トの 可 能性 を調 査 しな けれ ばな らない。 最 後に,実 験

的,臨 床的 研 究 に よ り,暫 定的 シス テム描 写 として職 務手続 簿(Pflichtenheft)を 作 成 す る。

これ は197》/74初 めに 終了 す るで あろ う。 っ く られ るべ き特殊 計算機 の テ ス トの た め,更 に,

実験 ユ ニ ッ トとの平 行運 転 が必要 であ る。

e)エ レク トロカル デ ィ オ グ ラフ及 び フ ォノ グ ラフ に よ る診 断 の た めのDP利 用促進

この部 分 プロ ジ ェク トは,ハ ノ→ 寸一 医科 大学 バ イオ メ ト.リー部(長:シ ュナ イダ ー 教授)及 び

ギ ーセ ン大 学 医学 統 計 ・記録 研 究所(長:ド ゥー デ ッ ク教 授)の バ イ オ シグ ナル処 理研 究 グル ー

プ(長:ッ ヴ ィー ッ)に よって 実施 され た。 継続 促 進 に っい て は,そ の第1の 問 題 は,開 発 され

たDPシ ステ ムは,臨 床経験 によ りテ ス トし,修 正す る こ とに あ る。 この 関連 で,ノ ー マ ルな,

病理 学 的EKGの 大 きな デー タ ・バ ン クをっ く り,デ ータ処理 ユ ニ ッ トの 自動 測 定 結 果 と比 較 し

なけれ ばな らな い。 これ によ って 信頼 で きる よ り良 い 自動 的 な診 断 のた め に,診 断 アル ゴ リズ ム

及び クラ ス ィフ ィケ ー シ ョン基準 が開 発 され うる。 こ の問題 は,「 ス ク リー ニ ング」(例 えば,

予 防検 査)一 主 に通 常の 例 と病 理 学 的例 とを分離 す る こ とが ポ イ ン トで あ る一 のた めに も,

また 特定 の病 理 学 的EKG変 化 の デ ィフ ァ レ ン シャル診断 のた め に も重要 であ る。

この システ ムの 一般 的応 用 の た めには,EKGの トラ ンス ミLッシ ョンの 問題 を解 決 しな けれ ば

な らな い。 このた めに は,開 業 医 また は診療 所 に設 置,運 転 で きて操 作 が簡単 で,安 価 な デ ータ

把 握 ・トラ ンス ミッ シ ョ ン ・ユニ ッ トを開 発 す る こ とが必 要で あ る。 開業 医,診 療 所 は,そ の デ

ー タ を電 話 を通 じて評 価DPユ ニ ッ トへ送 りテ レ タ イプで結 果 を受 け とるよ うにな ろ う。 こ の よ

う}こして,1975年 初 頭 迄 に は,一 般 医学 にお け るDP導 入 に関 す る実際 的 な貢 献 が な され る こと

が予想 され る。

フォ ノカル デ ィオ グ ラ フ ・プ ロジ ェ ク トの継 続 につ いて は,フ ォノカル デ ィオ グ ラ フが もつE

KGの デ ィフ ァレ ンシ ャル ・グ イ アグ ノス テ ィクの た めの 付加 的な効 果 を明確 にす るこ とが ポ イ

ン トで あ り,こ れ に関 連 して診断 アル ゴ リズ ムを開 発 し,臨 床 的 な素 材 で有 効 化 しな けれ ば な ら

な い。
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f)「DPシ ステ ムに よ るEEG・ デ ー タの把握 及 び処 理」 の ため の作 業促進

この 部分 プ ロジ ェ ク トは,ハ ノーバー 医科大 学 の臨 床神経 生理 学部(長:キ ュンケ ル教 授)で 取

り組 ま れ てお り,デ ー タ処理 に よって診 断 上重 要 な デー タを抽 出 し よ うとす る もの で あ る。 この

ため に は,ま ず,DPユ ニ ッ トに よ るEEGデ ー タの最 適 な把 握 を保障 す るよ うな方 法的,技 術

的な検 査 を行 な わな けれ ば な らな い。 この問題 は,EEGが 著 しい"redundant"(余 計な

もの)を 含 んでお り,受 け た ジグナ ルでttRauschwelle"(雑 音 波)の 上 にあ る もの は ご

く僅 か であ る。 もうひ とっ の プ ログ ラムは,EEGの 機能 的 インフ ォメー シ ョン内容 を表現 す る

適 切 な数学 的 アル ゴ リズ ムを発 見す る こ とに ある。 この ため の方法 として は,時 間系 列,ピ リオ

ドグ ラム ・セオ リー及 び イン ター バ ル分 析 の統 計的 方法が あ る。 有 効な 方法 論 に 関 す る最 終 決定

は,種 々の 方法 の広 範 な臨 床的 有効 化 に よ って のみ 行 ない う るものであ る。 上 記 作 業 は す べ て

1975年 迄に は終 了 の予 定 で あ る。

5.3.2専 門医 師分 野 にお け るDP利 用 新研 究 計画 の促 進

既 に,BMBWの 助 成 資金 に よ って取 り組 まれ て い る問 題 の外 に,DP利 用 に よ る専 門 医師 行為 の改

善 前提 をつ くるた めに,医 学 的DP応 用 の分 野 で研 究 作 業 を実施 す る必要 性 が あ る。 この研 究 計 画は,

適応 す る開 発 ・デ モ ンス トレー ション・プ ロ ジェクトと密 接 な協 力 の下 に実施,促 進 され るべ き もの で あ

ろ う。(5.4及 び5.5参 照)。

a)種 々の 医学 関係 機 関 間 にお け る情報 の流 れ の統 合 に関す る促 進問題

医学 にお け るDP利 用 の 重要,か っ,長 期 目標 は,情 報 の イ ンテ グ レー シ ョンに よ る合理 化 で

あ る。 この 目標 を中期 的に 少 く と も2～3選 択 され た領 域 で実現 す るた め に は,次 の よ うな研 究

課 題 を行な わな けれ ばな らな い。

一 患 者収 容
,診 断 関係 機 関(例 え ば,実 験 室 ・レン トゲ ン部),看 護 ス テー シ ョン及 び医師 関

係 機 関の 間 にお け る情 報 の流 れ につ い て最 適 の イ ンテ グ レー シ ョンモ デル の開 発 及 び シ ュ ミ

レー シ ョン。 これ らの モ デル は,経 営経 済 的 な時 間 機能 研 究が基礎 とな っ てい る。 医 師 の診

療所(看 護 ス テー シ ョンを含 む)の 領 域 及 び入 院 ・通 院によ る取 り扱 い の結 合に お い て,構 想

を どの よ うに モ デ ィフ ァイす る必 要 が あ るか を検 討 す る こ とが必要 であ る。

一 この イ ンテ グレ ーシ ョ ン ・モ デ ルに 適応 し
,特 に,経 済 的 に働 くDPシ ス テ ムの 構想,こ の

研 究 作業 に あ って は,最 適 な ハ ー ドウエ ア,そ れ と同 時 に ソフ トウエ ア も構想 化 しな けれ ば

な らな い。 構 想 の種 々 の バ リエ ー ションの 効果 に関 す る研 究 のた め,場 合 に よ って,モ デ ル

シ ステ ムを っ く りあげて 種 々 の機 能 ・運転 構造 の下 でテ ス トす る必 要 があ る。

一 この イ ンテ グレー シ ョ ン構 想 の導 入 に 当 って発 生 す る医学 的 アスペ ク トの調 査(例 えば
,医

師 の 所 見 に対 す る影響,医 療 施 設)

最 初 の2つ の 研究 課 題の 実 施 は,大 体2年 間 必要 で あ り,第3の 課 題 の範 囲,期 間 は,こ の研

究 計画 の経 過 中 に初 めて は っ き りす る こ とがで き る。
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b)集 中 看護,手 術 中 及 び手 術後 ペ リナ トロ ジー にお け る監 視 目的 の ため の デー タ処 理 利用 研究

計 画

こ の よ うな 研究 計 画 に 共通 してい るこ とは,オ ル ガ ニ ズム のヴ ァイタル,エ レメ ン タル 各機能

を継続 的 に測 定 し,生 命 の危機 のあ る病 気,危 険 な手 段,ま た は 出産等 に お け る危 険状 態 及 び不

良 な 病状 等 を,適 時確 認 し,適 当な処 置 を導 き出 さな けれ ば な らな い とい うこ とで あ る。研 究計

画 に よ って,次 の こ とが 明確 に され る。 即 ち,こ れ らの問題 に際 し,デ ータ 処理 がい かに して,

また,ど の 程度 利用 され うるか,そ して その場 合 どの よ うな利 点 が期待 で き るの か とい う ことで

あ る。 こう した 問題 につ い て は,既 に促 進 され て い る計画 「DPユ ニ ッ ト に よ る重 症 者 監 視」

(5.3.1d参 照)に よって 一部調 査 され た。 この 部 分 プPジ ェク トは,第1に 神 経外 科 に お ける

重症 者 監 視 に向 け られて い る。 この外 に,他 の 応用 アス ペ ク ト,特 に,シ ョッ ク療 法 に お け る監

視,麻 酔 コ ン トロ ール,出 産 中 及 び出 産 後(ペ リ ナ トロ ジー)等 の ため のDP利 用可 能 性 につ い

て研 究 す る必要 があ る。 この た めに は,バ ィ オキ ネ テ イク,循 環,物 質 代謝 過程 等の 検 査 が必要

で あ る。 即 ち,こ れ に よ って測 定 で き るバ ァ ィタル機 能 の診 断的 価 値 を確 認 す るので あ る。 この

結 果 に基 づい てDPシ ス テム を構 想 し,そ の利 用 能力,有 効性 を まず モデル を もっ て,そ の後

現 実 に運 転 して テ ス トすゐ こ とが で き る。

こ の研 究 計 画 は種 々の専 門 グル ー プの 協力 に よ っての み遂 行 で きる もの で あ り,5年 以 内に2

～3の 重 要 な 部 分的 成果 が得 られ るもの と期 待 され る。

c)特 別診 断 目的 にお け るDP利 用研 究 計 画

診 断学 にお け るデ ータ処 理 の一 般 的利 用 の た め には,ま だ,一 連 の予 備 作業 を しな け れ ばな ら

ない が,反 面,現 在 す でにDP装 置 に よ り自動化 が充 分 割 に合 うとい う特 別 診 断 問題 が あ る(例

え ば,原 子力 医学 方法 に よ る甲状 腺 診断,EKG及 びEEG診 断)。 この外,ま だ多 数 の部 分 分

野 と取 り組 まな けれ ばな らな い。

特 に緊 急 な 問題 は,予 防 及 び早 期 確認 検 査 の範 囲 に属 し て くる診断 的問題 に お け るDP利 用 と

い うこ とであ る。 ここ で例 として,細 胞 診 断学 に おけ る 自動 的像確 認 の問題 が あげ られ よ う。 ま

た,レ ン トゲ ン診 断に お いて も,デ ー タ処理 は,像 把握,処 理 にお い て,少 く と もス ク リーニ ン

グ検 査 に お け る改 善 と して貢献 す るこ とがで き る。

そ の外 に また,DP利 用は,難 しい診 断 問題 に おい て 医師 を援 助 し,医 師 の行 動 の著 しい改 善

を もた らす こ とがで き よ う。 この点で は,血 液 学 に お いて 有利 な プ ロジ ェク トが実 施 され うる。

ま た,血 液濃 度 の動 力学(Kinetik)が 重 要 な役割 りを果 す 診断 問題 に お い て も,DP装 置 の

利 用 が有 意 義 と思 われ る。 この問 題 に っ いて は,主 に血 液 濃 度測 定か ら種 々の 要素 の 除去 速度 及

び 「変 化 」速 度 を算 出す る ことが対 象 となる。 この場 合,ハ イブ リッ ドDPシ ステ ムが 利用 で き

る。

そ の外,短 期 的に デー タ処 理 が 利用 で き る もの として は,ル ー テ ィン測 定方 式,例 えば,血 圧

測 定,体 温 測 定,オ ー デ ィオ メ トリー等 があ げ られ る。 ここで はす で に簡単,安 価 な電 子 機 器 に
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よっ て著 しい改 善 がな され よ う。

5.4技 術 開発 プ ロジ ェク トの促 進

前節2及 び3で 詳述 した通 り,医 学 にお け るDP利 用 の困難 のひ とっ は,医 学 に お け る特殊 な応用

に適 したDP機 器 及 びプ ロ グラ ム シス テム がま だ与 え られ ていな い とい うこ とであ る。従 って,こ う

した シス テ ム及 び プ ロ グラム を開発 しよ うとす るプ ロ ジェ ク トを促進 す るこ とが是 非 と も望 ま しい。

その 場合 の プ ライ オ リテ ィは次 の 通 りで あ る。

a)安 価 で,医 学 にお け る特殊 目的 に適 応 し,容 易 に操 作,保 守 がで き るデ ー タ端 末機 器 の 開発 。

こ うした デー タ端 末機 器は次 の 目的 のた めに 開発 され る。

一 医師 所 見 の サ ポ ー ト

ー 医師 の報 告(病 院 医師 ま たは 開業 医)

一 患者 及 び実 績 の アイ デ ン テ ィフ ィケー シ ヨン

ー 病 院の実 績 把握

『 早 期 確 認及 び予防措 置 にお け るサポー ト
。

b)医 学 目的 の た めの特 殊 プ ロセ ス 計算 機 及 び小型 計算 機 の開 発

医学 目的小 型 システム・モ デ ュー ル を利 用 す る必 要性 にっい て は,既 に指 摘 され てい る。 重 要 な

こ とは,こ れ ら小 型 計 算機 がモ デ ュール に拡 張 で き るこ と と,そ れ に伴 い 大 型 インフ ォメー シ ョ

ン ・シ ステ ムへ連 結 で きる とい うこ とであ る。 この よ うな シス テムモ デ ュー ルは,次 の目的 の た

め に必 要 で あ る。

『 病 院
,診 療 所 また は特殊 な関係 機 関(例 えば,血 液銀 行,実 験 室 等)の 組 織 問題

一 診 断測 定機 器の オ ンライ ン把 握 のた めの シス テ ム ・モ デ
ュール

ー 医師 の報 告 ・記 述作 業 にお け る システ ム ・モ デ
ュール

c)DPユ ニ ッ トと測 定周 辺機 器 間,ま た は種 々のDPユ ニ ッ ト間 の特 別 な 電子 的接続 機 器 の開 発

この 開発 は,任 意 の医学 的測 定,デ ー タ把握 機 器 の 限定 された インタ ー フ ェ イスに対 す るDP

接 続 の よ り大 きな 独立 性 と柔軟 性 を得 るため に必 要 で あ る。 この ため に は,周 辺 機 器 の標 準化 及

び独 自 の 「イ ンタ ーフ ェ イス ・モ デ ュー ル」 の開 発 が 必要 で あ る。 この モデ ュール は 柔軟 なDP

適 応 と,ま とま ったDPシ ス テム の総括 一 周辺 機器 か ら さらに イン プッ ト ・単位(Ausga-

beeinheit)ま で 一 が で き る。

d)医 学 の領 域 に お け る組 織 問題 のた め のデ ー タ補 助 手 段及 び特別 ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの 開

発
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これ に は特 に,ア イデ ンテ ィ フィケ ー シ ョン ・シ ステ ム,暫 定 的組 織 補助 手 段 等 が含 まれ る。

以 上 の開発 課題 を遂 行 す るた めに は,こ れ らがお互 い に 密接 に調 整 され,監 視 され.るこ とが重 要 で

あ る。 開発 がな され た場合,そ の有用 性 と効果 に充 分 注 意 す る。 ま た,こ う した 開発 は研 究 プロ ジ ェ

ク ト(5.3参 照)及 びデ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジェ ク ト(5.5参 照)と 密 接 に関連 させ て実 施 す

べ きで あ ろ う。

5.5選 択 さ れ た デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン ・ プ ロ ジ ェ ク トの 促 進

連 邦政 府 の第2次 デ ー タ処 理 計画 は,次 の事 項 を予定 して い る。 即 ち,公 共 的 領域 に おけ る(例 え

ば,医 学,教 育 関係)DP応 用研 究 ・開発 の促 進措 置 を継続,補 完 し な が ら,特 に,公 共の 利 益 とな

るDP応 用 に おい て は,選 択 的 に デ モ ンス トレー シ ョン ・DP・ プ ロ ジェ ク トを い くっ か実 現 させ る

とい う こ とで あ る。 医学 の 領域 に おい て,こ れ らの デモ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トは重 要な 意

味 を持 って くる。 そ の 目的 は:

一 医師 の行為 及 び患 者 取 り扱 いの構 造 及 び実 作業 に対 するデータ処理 の作用 を モデ ル に よっ て研 究 す

る こと

一 作 成 され た構想 の 応用 方法 を実 践 的 な ル ーテ ィ ンワー クの中 で デモ ンス トレー トす る こ と

で あ る。

これ に伴 い,DPシ ステ ム及 び構 想 が実 践 に近 い形 で 開発,テ ス トされ るが,一 方で は,そ の 有用

性 を デモ ンス トレー トす る こ とに よ って,医 師 及 び看護 者 のDP応 用 に対 す る心理 的 抵抗,反 抗 を 除

去 す る こ とがで きる。 こ うす る こ とに よっ ての み,イ ノベ ー ション段 階 を素 早 く克 服 し,DP応 用 の

た めの 医学 領 域 を開拓 す る こ とが可 能 とな る。

第2次 デ ー タ処 理 プロ グ ラム にお いて は,次 の デ モ ンス ト レー シ ョン ・プ ログ ラムが 提案 され て い

る。

5.5.1一 般救 急 病 院に お け る管理 ・マ ネ ジ メ ン ト目的 のた め のDPシ ステ ムの 設 置

a)デ モ ンス トレ ー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トの 目標

この デ モ ンス トレー シ ョン ・プロ ジ ェ ク トに よって 目指 す もの は次 の 通 りであ る。

一 救 急 病 院に お け る機 能 の流 れ を コ ン トロー ルす るた め に,デ ー タ処 理 の合 理 的利 用 をはか る

場合 に お け る組 織 的,組 織技 術 的,人 的 前 提 をっ く り出 す。

一 モデ ュ ール 的なDPシ ス テ ム(ハ ー ド,ソ フ トウエ ア)を っ くる。 即 ち,そ の シス テム とは,

病 院の 条件,目 的 に 適応 し,財 政 的,人 的 要 件 等 救 急病 院 の限 られ た可 能 性 に対 処 し,

病 院運 営 にお け る合理 化及 び患 者 取 り扱い の最 善 化 に効 力 を及 ぼす もの で あ る。

一 救 急病 院の 具 体 的運 営 にお い て,こ のDPシ ス テ ム をテ ス トし,そ の有 用性 と経済 性 をデ モ

ン ス トレー トす る。
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プ ロジ ェク トの合 理 化 及 び デモ ン ス トレー シ ョ ンは,組 織,人 的,運 営各 構 造 か ら見 て,1地

区の 通 院患 者 取 り扱い の点 で 代 表的,か っ望 ま しい と認 め られ る よ うな ベット数 は350～650,特

定専 門 部科 を有 す る重 点 的病 院 に おい て行 な われ るべ き もの で あ る。 これ らの病 院 は 各 州 の病 院

計画 に よっ て将 来,通 院患 者養 護 の 中 核 とな るべ き もので あ る。 この大 き さ,構 造 の病 院 に とっ

て,運 営操 作 のた め のDP利 用 は,比 較 的小型 のDPシ ステ ムで十 分問 題 に 当れ るし,し か も,

これ が 完全 に稼 動 され る点か らして,経 済 的,か っ 有望 な もの と考 え られ る。

b)範 囲及 び作業 計画

開 発 対 象 のDPシ ス テム は,次 の 目的 のた め に投 入 され るべ き もので あ る。

一 患 者 アイ デ ンテ ィフ ィケー シ ョン(患 者 収容 デー タの把握 及 びス トレ'←ジ,診 断 及 び治 療 の

ため の患 者 デー タの広 範 に 自動 化 された コ ン ピュ ータ読み取 り可能 の記 号),コ ン ピュー タ

内患 者 デ ー タのた めの ス トレー ジ場 所 の 組織(患 者 フ ァ イル組織,コ ン ピ ュー タ ス トレー ジ

の患者 記 録 の設 置)

一 処 方 関 係機 関 及 び実 績把握

一 計 算 関係 機 関 の 問題(給 付 計算
,送 り状 作成,経 営統 計 の作 成 一 患 者 入 院期 間,資 材 等 の統

計 一,債 務,ク レジ ッ ト ・ブッ クキ ー ピン グ,督 促 機関,財 務 管理,コ ス ト把 握,コ ス ト

配 分)

一 経 営 管 理
,経 営 コン トロ ール に お け る援助(購 入,倉 庫,技 術 監視 納 期 計 画,同 管 理 一

個 々の 関係 部 科 の 一 等)

一 診 断 の組 織 的 問 題 のサ ポー ト(時 間 コン トロ ール
,種 々の関係 部課 へ の 配分,患 者 を呼 ぶ こ

と,準 備指 示 の 振 当 て)

一 治 療 監 視 ・操 作(重 病者 台 帳管 理
,医 薬 品処 方の 監 視 物 理療 法 にお け るコ ン ピュー タのサ

ポー ト(例 えば,照 射 の場 合),医 薬品 副 作用 及 びそ の他 それ に耐 え られ な い こ との 記録)

一 コ ン ピュー タに 応 じたベ ー シ ック ・ドキ ュメ ンテ ー シ ョン及 び医学 統 計(診 断 統 計,罹 患率

・死 亡 率統 計)

一 患 者 カル テ記 録
,そ の他 記 録 の保 管(マ イク ロフ ィル ム,レ ン トゲ ン記 録 保 管等)の 管 理

一 特 に危 険 な患 者 にお け る長 期 的 な監 視及 び経 過 コン トロ ール(例 えば,癌,糖 尿,血 栓症 等)

c)促 進目標の段階的達成のための作業計画

この目的の遂行は,次 のような部分課題を確定するような段階的計画を必要とする。

一 該当病院の組織形態の分析及び最善データ処理適応運営構造の開発

一 病院の種々の運営,作 業部門に対するプログラム,組 織補助手段の作成及び適切なデータ処

理システムの構成

一 人員の教育,習 熟

一 実際病院運営におけるシステムの検討及び改善
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この作 業 を実 施す るに は約5年 間 を必要 とす る。 これ は,研 究 課 題 一 特 に,情 報の 流 れ のイ

ンテ グ レー シ ョンに 関 して 一 と開 発 課 題 一 特 に デー タ端 末機 器及 び小 型計 算 機 に関 し て 一

との 密接 な調 整 に お い て行な わ れ るべ き もの であ る。

5.5.2病 院 内及 び 病 院 間の 情報 の流 れ の イ ン テ グ レー トに 関 す る デ モンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ

ク トの 促 進

病 院 に お け るDP利 用 の主 目的 の ひ とつ は,統 合 された イン フ ォメ ー シ ョン ・シ ス テ ムの作 成 にあ

る。 この 目標 を満 足な形 で達 成 す るた め に は,長 期 間 を必 要 とす る。 我 々が持 って い る現 在 の 知 織か

らす ると,適 当な 方法 と して は,病 院 の個 々の 作業 部 門 に適 切な シス テム ・モ デ ュール を っ く り,こ

の モデ ュ ール を高 度のDPシ ステ ム を通 じ て相互 に連 結 し,監 視 す る ことが考 え られ る。 こ うした連

結 に つい て は中期 的 に2～3の 選択 した プ ロ ジ ェ ク トで研 究 す る こ とがで き る。 この問題 は デ ータ処

理 の以 後 の 発 展に非 常 に大 きな意 味 を持 って お り,そ の ため,こ うした連 結の 可 能性 及 び有 用 性 をモ

デ ルに よ って解 明 し,テ ス トで き るよ うな プ ロ ジェ ク トを2～3促 進 すべ きであ ろ う。 細 部的 な 計画

は現在 まだ な い。 しか し,5.3.2に 述 べ た情 報 の流 れ に 関 す る イ ンテ グレー シ ョン研 究 作 業の 範囲 で

立 案 され て 然 るべ きで あ る砂 その場 合,次 の よ うな イ ン テグ レー シ ョンの 可能性 を考慮 しな けれ ば な

らない。

a)病 院 の種 々の作 業 部 門 間 にお け る情 報 の流 れの イ ンテ グ レー シ ョン(病 院情 報 シ ステ ム)

この プ ロジ ェク トは5.5.1に 述 べ た デ モ ンス トレー シ ョン ・プロ ジェ ク トの 直接 継 続 を意 味す

る。 この イ ンテ グ レー シ ョン検 査 を病 院で実 施 す る こ とは考 え られ よ う。 他方 にお いて,種 々の

部分 プ ロ ジェ ク トに分 割 す る こ とは 一 ここで 異 なった作業 部門 が相 互 にイ ンテ グ レー トされ る一

合 目的 な こ と と考 え られ る。

b)種 々の病 院 間 に お け る情 報 の流 れ の イ ンテ グ レー シ ョ ン

この プ ロジ ごク トは,比 較 的大 きな 都市 で,空 間 的,物 的な関 係 か ら,種 々の病 院間 の 密接 な

コオ デ ィネー シ ョンが 必 要な もの に とって 大 きな意 味 を有 す る。 この 際,国 の 保健 局 の業 務 もこ

の イ ン テ グ レー シ ョ ンに一緒 に入 れ るのが 有 利 で あ る。 例 えば,予 防検 査 の組 織,救 急 勤 務 の規

定,病 人 輸 送の 規定 及 び空 いて い る看護 ・ベ ッ ト能力 の た めの 中央 イン フ ォ メー シ ョン ・サ ー ビ

スで あ る。

c)病 院,診 療 所 及 び保 健 サ ー ビス間 の 情 報の 流 れ の イ ンテ グレー シ ョン

この第3の プロ ジ ェク トは,最 初 の2つ の プ ロ ジェ ク トの首 尾一 貫 し た継続 とい うこ とが で き,

同 時 に,病 院の 関 係地 域 に あ るフ り一の診 療 所 が 一緒 に参 加 で きる。 これ によ って,例 え ば,患

者 の 病 院へ の振 り替 え,逆 に処 置結 果及 び最終 所 見 の病 院か ら診 療所 へ の連 絡 等 が最 適 な もの とな

りうる。
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5.5。3デ ー タ処 理の 診 療所 へ の 導入 の ため の デ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ ク トの促 進

診療 所 へDPを 導 入す るた め に は,デ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジェク トが 有意 義 かつ望 ま しい

と思 わ れ る。

a)デ モ ン ス トレー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トの 目標

医学 の 予 防,治 療 の分野 にお け る国 民の 医療 養護 の た め のEDP利 用 をデ モ ンス トレー トす る

こ とに適 した モデ ル を開 発 す る。 この際,患 者 デ ー タの情 報の流 れを改 善 す るこ とが努 力 の前面

に 出 て くるが,そ れ は コン ピュー タ利用 の主 要利 用 が こ こでは 患者看 護の た め とい うこ とにな り

う るか らで あ る。

医 師 と医師,医 師 とク リニ ッ クの 間 の コ ンベ ンシ ョナルな手 段に よ る所 見の 伝達 が緩 慢 で あ る

と の苦 情 が多 くな って い るが,こ れ は 的を射 た もQで あ り,こ うした緩 慢 さは患 者 に対 し困難 な

結果 を もた らす こ とが稀で はな い。 患 者 に 関 す るデ ー タ及 び事 実で,伝 達 の必要 が あ る もの が,

恒 常 的 に増加 して お り,こ れ に よ って状 況 は非 常 に 切 迫 して い る。

デ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ ク トは 次 の点 を調 査 す る ものであ る。 即 ち,EDPの 有用 化

が,国 民 の通 院 医 療 養 護 にお い て,作 業簡 素化,情 報改 善 及 び能率 上 昇 のた め に,果 し て有 意義

か,ま た どの程 度 か 一 心 理 的な 観 点 で も一 とい うこ とで あ る。

デモ ンス トレー シ ョン ・プロ ジ ェ ク トは更 に次 の こ と を予 定す る。

一 医師 間
,医 師 及 び病 院 間 で,あ るい は,逆 に現 存 す る 医師 共同機 関(非 中央 的 な実 験 室共 同

体,ま た は グル ー プ診 療所)及 び個人 診療 所 を利 用 しな が ら,情 報 の流 れ をイ ンテ グレー ト

す るた め,デ ー タ処理 利用 を モデ ル的 に 開発 す る。

一 通 院 医療 養護 の種 々の 領 域 の情 報需 要 及 び情 報 ス〔 ク トル を明確 に す る。

一 国民 の通 院健 康 養 護 につ い て は
,現 在 の強 度な 不均 等 構造 におい て,組 織 的,機 能 的 に見 て

作 業過 程合 理 化 に寄与 す る。

一 個 人 及 び共 同 の診 療所 にお け る それ ぞ れ異 な っ た要 求 案 件 にで きるだ け適応 す るモデュール的

なDPシ ステ ム(ハ ー ド及 び ソ フ トウエ ア)と して構 想 され る。

デ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジェ ク トは,現 在 の 通 院に おけ る医師 の職 業行 動 の構造 に 応 じて,

前 提条 件 を満 足 す る領 域 に おい て も,ま た部分 的領 域 につ いて も,超 領域 的 に実現 され るべ き も

の であ る。 モデュール計 画 は,予 め,領 域 の広 範 な 医学 情報 シス テムへ の イ ンテ グ レー シ ョンを保

障 す る。

b)プ ロ ジェ ク トの 範囲

1.信 頼 で き る患者 ・送付者 の 人事 ア イ デン テ ィフ ィケ ー シ ョンを特 に 考 慮 し,現 存 シ ステ ム を

利用 した上 で の あ らゆ る専 門分 野 で の40～100の 通 院 患者 医 師の共 同 実 験室 のオ ー トメ ー ショ
カ

ン
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2.大 きな 医師 の グル ー プのEDPに 適 し た実績 デー タ把握 を可 能 とす るプ ログ ラム操 作 に よ る

管理 ス トラ テ ジーの 開 発

3.a)ベ ー シ ック既往 症 及 び所 見 デー タ(専 門 的 に も)

b)実 績 デー タ

c)計 算 デー タ

の把握 及 び呈 示 の 目的 のた め に,共 同機 関及 び個 人診療 所 の 関係 者用 に デ ータ把握 シス テ ムを

開 発 す る。

この場 合,患 者 と医師 の 一義 的 な 出来 るだ け 自動 的 な ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョンに重点 を

お く。

4.患 者 デー タ の非 中央 的 な ス トレー ジ並 びに セ ン トラル ・バ ン クへ の コス トを節 減 し た伝達 方

法の テ ス トのた め に,問 題専 門 の周 辺 ユニ ッ トを開 発 す る。

5

ρ
0

7

合
6

0
∨

シス テ ム及 び プ ログ ラム専 門 の デ ー タ保 護 措 置 の開発

イ ンタ ーデ ィシプ リナ リーな 情 報 交 換(on及 びoff-lihe)方 法 の 開発

共 同問 題 の取 り組 み,例 え ば,コ ンピ ュー タ がサ ポ ー トす る糖 尿病 者 の 食餌 指 導

地 区病 院 のベ ッ ト能力情 報 シス テ ムの開 発

ス ク リー ニ ン グ手 法 を用い た病 気早 期確 認 及 び予 防医学 問 題 の た め の シ ステ ム を開発 す る

c)作 業 計 画

目標 はで きる限 り現 有 の活 動 及 び機 関 を 利用 しな が ら追 求 され る。

個 々には 次 の通 りで あ る。'

一 計画
,実 行,効 果 コ ン トロ ールの 人的 キ ャパ シテ ィ ーの構成

一 この 前提 条件 で
,計 画 の プ ライ オ リテ ィー ・リス ト及 び調 整 を確 定 す る

一 ユ ーザ ーを プ ロジ ェク トにお け る新 しい課 題 に対 応 す るよ うな状 況 に転換 す る条件 をっ くる

一 適 当なDPキ ャパ シテ ィー 及 び プ ロ グ ラ ミン グ及 びオ ペ レー シ ョンに必要 な人 員 を用 意 す る

一 サ ー ビスの要 求
,特 別 な開発 注 文 の授 与 を予定 す る

一 異 な った ユ ーザ ー の連 結 を有意 義 な もの とす るの に 適 した デー タ連 絡 方 法 の開発 及 び検 討 を

す る

一 必 要 なデータを保 護 しな が ら
,種 々 の情報 レベ ル の連 結 のた め,段 階的 な 構造 をっ く る

一 特 に予 防 医学 及 び病 気早 期確 認並 びに 医学 的共 同 課題 等 の新 しい応 用 を検 討 し
,限 定 す る

(automatedmultiphasichealthtesting,資 料 ドキ ュメ ン テー シ ョンst

総 合 統 計,食 餌 指 導,品 質 管理)

5.5.4デ モ ン ス トレー シ ョン ・プ ロ ジ ェ ク ト促 進:連 結組 織 にお け る医 学情 報 シ ステ ム

連 結 シス テ ムにお け る医学 情 報 シス テ ムは,段 階 的 に 下の方 か ら構 成 され る。 同 時に,中 央施 設 を

計 画,設 置,検 討 す る。 これ な くして 総合 モデ ルは 考 え られ ない。

-46一



この た め,そ の 住民 及 び孤 立 し た状況 か らして こ うしたモ デル の検 討 に適 し た部 分地 区 を伴 う大 地

区 一50～100万 住民 一 を選 択 しな け れ ばな らな い。

総合 シス テムの 導入 は,前 提 と して,次 の よ うな構造 変 革 を有 す る。

1.中 小 病 院 を合 せ て 自動 的 な運 営単 位 に ま とめ る(組 織 的単 位 は空 間 的な単 位 を条件 づ け る もので

はな い。

2.非 経 済 的 な小 さな機 能単 位(例 えば,臨 床 化学 実験 室,原 子 力 医学 部等)を と り上 げ,こ れ を品 質 ・量

的に バ ラ ンス させ,ま た,そ の利 用 分野 とそ の装 備 を合せ た重 点 単位 に総合 す る。

3.機 能領 域 にお け る方 法,手 法 の統 一化,乃 至 標準 化 並 びに 標準 が 守 られ て い るか の監 視 及 び コ ン

トロー ル(例 えば,臨 床 化学 実験 室 の中 央品 質 監視)

4.全 病 院 の統 一 的経 営 計算 の導 入及 び定 期 的 な経 営比 較 の実施

5.通 院 診 断,医 学検 査局,グ ル ー プ及 び共 同診 療所,診 断技 術 セ ンタ ー等の 機 関 をお の おの の 計 画,

調整 され た総 合 オ ル ガ ニ ズム に入れ る。'

DP連 結 シス テムの 段 階 的構成,拡 大は,ひ とつ の部分 地 区 にお いて,病 院 の特 定 機 能領 域 及 び診

断 セ ンタ ー内で コ ンヒ。ユ一 夕の 検討(臨 床 化学 実験 室,原 子 力 診断 及 び治療 等)に よ って始 ま る もの

で あ る。 これ らの機 能領 域 にお いて,比 較 的早 く合 理 化 の成果 を達 成 させ る こ とに よ って,経 済 的な

DP利 用 を うる こ とが で きる。 この領 域 にお け るデ ータ把握 の 問題 解 決 は,以 後 の あ らゆ る計画 の前

提 で あ る。 この 際,5.5.1～5.5.3で あ げた デモ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジェ ク トが有 効 な貢 献 をす

ることが で き る。 本 プ ロ ジ ェク トにお いて は これ を考 慮 すべ きで あ ろ う。

必要 な前 提 条件 がっ く られ た な らば(特 にすべ て の段階 的 な計算 機 レベ ルの た め の イ ンタ ーフ ェ イ

ス条件(Schnittstellenbedingungen)の 確 定)総 合 シス テ ムの次 の 段 階が 開 始 され

る。

1.こ の地 区の あ る病 院 に 来 た患者 の個 々の圧 縮 され た病 歴の ドキ ュメ ン テー シ ョ ン。 これ は 人的 識

別 デー タ,危 険 台帳,診 断,治 療 及 び治 療結 果 を含 む。

2.中 央 計 算 機 を通 じた参加 病 院 の 医師 に対 す る診 断 支持 並 びに与 えられ た診 断 に おけ る治療 方法 の

指示 。

3.こ の地 区 の病 院の た め の経 営比 較 の作 成

4.1～3に あげ た病 院 に関す る課 題 をこの 計算 機 に連結 され る グ ルー プ,ま た は共 同 診 療 所 及 び診

断技 術 的 セ ンターの た めに,そ こに あ る課題 設 定 に応 じ て解 決 す る。

全 体 シhテ ム は,10年 間継 続 の連 結 プ ロ ジェ ク トにお いて,次 の よ うな ステ ッ プで 構 成 され る:

1.コ ン ビネ ー トされ た テ ス ト ・シ ステ ムか ら中 央計 算機 を離 し,独 立 の計 算 機 とし て設置。

2.病 院 か ら,1の 地 区計 算 機 を離 し,独 立 の計 算機 と して設 置 。

3.国 の もの で な い病 院施 設,診 断 セ ンター等 を この 計算 機 に連 結 す る。

4.あ らゆ る部分 地 区 に,病 院 ・地 区計 算 機 を導 入 し,国 家 の もの でな い病 院施 設 を それ ぞれ 地 区の

計算機 に接続 す る。

5.中 央 医学 情 報 シス テ ム の構 成 。種 々,地 区 計算 機 に ス トレ ー ジ され た患者 情 報 を,初 めて 患者 が
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把握 され た 地 区の コ ンピ ュー タ と交 換 。

6.あ らゆ る関連 地 区 にお け る開業 医師 及 び医師 グル ー プの利用 の た め,タ ー ミナル を地 区計 算 機 に

接続 。

テ ス ト計 算 機 として利 用 す るた め に,コ ン ピュー タ技術 的にみ て 有利 な もの と して は,性 能 の良 い

外 部 ス トレ ー ジ とター ミナル運 転 の た めの接 続 可 能性 を伴 う適 切 な コマ ー シ ャルな シス テム が考 え ら

れ る。 最終 拡 大段 階で必 要 な地 区計 算機 は,中 型 の コマ ーシ ャル な シ ステ ムに な りう るであ ろ うし,

小型 コマ ー シ ャル ・シス テ ムで,大 型外 部 ス トレー ジを有 す る もの が,中 央 計算 機 と して利用 で きよ

う。

5.5.5超 地 域的 な医 学 情 報 ・連 絡 シ ステ ムの ため の デ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェク ト促 進

2つ の 問題 が,中 期 的 に 実現 可 能 かつ緊 急 で あ る。

a)中 毒 情 報 シス テム にお け るDP利 用

b)医 薬 品 副作 用 の把 握,中 央 ス トレー ジ及 び コ ン トロール

第1の プ ロジ ェク トに っい て は,ピ ル トモ ー ン教 授(キ ール)及 び フ ォ ン ・ク ラ ール マ ン同 上(ミ

ュ ンヘ ンのIMDと の 協力)め 予 備研 究 に まで さか の ぼ り,こ れ に拠 るこ とがで き る。 即 ち,シ ステ

ム全体 及 び 場合 に よ り服 用 され る毒 物(生 物的 また は化 学 的)に 関 す るあ らゆ る利 用 可 能な情 報 をス

トレー ジ し,中 毒 の場 合,電 話 でセ ンタ ーに 問い合 せ た 医師 に直 ちに利用 させ るとい う もの であ る。

ピル トモー ン教 授 の予 備研 究に おい て は,モ デ ュール構 造 にお け るベ ーシ ッ ク ・プ ロ グ ラ ミング が終

了 され た もの と見 られ る。 プ ロ グラ ム シス テム は,リ モ ー トプ ロセ ッシ ングの 方 向に あ る。 デ ータ ・

バ ン クは,現 在,38種 類 の質 問に 回 答 す るこ とがで き る。60.OOO以 上の中 毒 に関す る情 報が ス トレー

/
ジされ た。 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンは継 続 されて い る。 地 区 内の利 用 の後,デ ー タ ・バ ン クは,連 邦 地

域へ と拡 張 され る こ とが可 能で あ る。

医薬品 副 作 用 に関 す る中央 把握 ・コ ン トロー ル シス テ ムの設 置 は,世 界 保健 機構 に よ っ て,国 際 ベ

ースで解 決 すべ き特 に
,緊 急の 問題 で あ る。 ドイツ連邦 共 和 国 にお いて は,ゲ ッテ ィ ンゲ ンの ドイツ

医師会 の 医薬 品委 員 会 が,ば らば らに,任 意 で 医師 か ら送 られ る通 報 を集 め てい る。 副 作用 の 監視 に

つ いて は付 加的 に,代 表 的 な 目的 とは っ き りした把 握 を必要 とす る。 この把 握 は,コ ンベ ンシ ョナ ル

な手 段 では 事 実上,実 施 不 可能 で あ る。 ここで は,デ ータ処理 の利 用 に よ り,ま た,適 当 な組 織 に お

いて,医 薬 品安 全 性 に大 きな貢献 を 得 る こと がで き る。 それ 故,こ うし たプ ロジ ェク トのモ デ ル によ

る開発 は,非 常 に大 きな一 般的 関 心 を有 す る重要 な 問題 で あ る。
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6プ ロ ジ ェク ト担 当 者 のた め の提 案

一 般的 公共 の保 健 制 度へ の デー タ処 理導 入 に 関す る ここで提 案 され たプ ロ ジェ ク トの実施 は
,問 題

構 造,範 囲 に おい て,こ れ迄 実施 され た大 型 プ ロ ジェク トのどれ と も比 較 で きな い(例 え ば,原 子力

研究)。 これ らの プ ロジ ェク トの 特別 な新 し いポ イ ン トは,孤 立 した独 自の研究 機 関(例 え ば,原 子

力研 究 センター)で 実施 され る こ とが で きず,そ の 実現 の ために は,現 存す るそれ ぞ れ 異 な る権 利者 に依

存す る保 健 機 関(病 院,診 療 所,そ の他 公共 の保健 機 関)一 患 者 が実際 に処 置 され る場 所 一,そ

して,大 学,研 究機 関,産 業 との 協力 を よ り所 とす る とい う点 で 明 らか とな る。 これ らの プロ ジ ェ ク

トは,こ れ に伴 って,我 々 の現 実 の公 共 の保 健制 度 の 中で,保 健 制度,大 学,産 業 の現 実 的 問題 の調

整,協 力 におい て実 施 され な けれ ば な らな い。 こ うし た特 別な 状 況 は,ま た,高 度 の柔 軟性 と調整 能

力 を持 たな けれ ばな らな い プロ ジ ェ ク ト担 当者 の 新 しい特 別な方 向 を必要 とす る。

この プ ロジ ェク ト担 当者 は次 の条件 を満 た す もの でな けれ ばな らない。

a)統 一 的権 限 並 びに 明確 な権 限配 分 を増 進 しな けれ ば な らな い。

b)種 々の部 分 プロ ジ ェ ク ト及 びプ ロジ ェ ク トグル ー プは,一 方 に おいて,は っき りと した 問題 設

定及 び義務 の枠 内で,独 立 して,他 方で は,共 通の 調整 マ ネ ジメ ン トに よって,最 適 な総 合業 績

を目指 さな けれ ばな らな い。

c)個 別課 題 及 び全 体 プロ ジ ェク トの実施 はい か な る時 もガ ラ ス張 りでな けれ ばな らな い。 プ ロ ジ

ェ ク ト目的 に関 す る効果 に っ い ては,い っ も見 え るよ うでな けれ ばな らない。

d)部 分 プ ロジェ ク ト及 び全 体 プロ ジ ュク トの継 続 的 成果 コ ン トロール が 保障 され な ければ な らな

い。

個 々 の病 院,ま たは その 他 の保 健 機関 が,プ ロ ジェ ク ト担 当 を行 な う場 合,こ れ らの条件 は,満 足

され えな い。 従 って,全 体 プ ロ ジ ェク トの ために,新 しい プロジ ェ ク ト担 当者 とそ れ に適 し た組 織 を

っ く らなけ れ ばな らない。 この た め には次 の提 案 を呈示 すべ きで あ ろ う。

1.プ ロ ジェ ク トの 担 当 は,財 政権 的 に も,組 織的 に も,連 邦会 社 組 織が 行 な うべ きで あ ろ う。 これ

に適す るの は,ミ ュン ヘ ン,照 射 ・環境研 究協 会(会 社 組織)で あ ろう。

2.こ の協会 に お いて,プ ロ ジェ ク トの事務 管 理及 び会 計関係 の業 務 管理 に っ いては,常 勤 の 支配 人

及 び物的,人 的 に充 分 な もの を持 つ 管理 部門 がこ れ を受 け 持 つ。

3.全 体 プロ ジェク トの 具 体 的 な権 限 を有 す るマ ネ ジメ ン トの た め に,協 会 内に,プ ロジ ェク トスタ

ッ フをっ くるべ きで あ る。

4.種 々の部分 プロ ジ ェ ク トを計画 し,実 行す るため,プ ロ ジェクト担 当者 は作 業 を下 請 けに 出す こ と

が考 え られ る。 こ うし た依頼 を受 け るの は,科 学 的 機 関,産 業,病 院及 び 医学機 関 で あ る。 こ うし

た機 関 に よ ってな され る作業 の範 囲 及 び種 類,並 びに プ ロ ジェ ク ト担当者 と被 依 頼 者 との関係 は,

明確 な契 約 に よって規 定 され る。 部 分 プロ ジ ェ ク トの実 施 に 当 って 関連 して くる大学 研 究 所,ソ フ
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トウエ ア企業,デ ー タ処 理 装 置 メー カー,及 び コ ンサ ル タ ン ト企業 につ い て も同様 で あ る。

プ ロ ジェ ク トの担 当期 間 は,こ の 開発 プロ ジ ェ ク トの継 続予 定期 間 に よ っ て限 定す る。 この期 間経

過後,次 の 点 に留意 すべ きで あ る。 即 ち,作 成 され た シ ス テム及 び設 備 が公 共 の権 利所 有者 に よ って

継 続 管 理 され る こ とで あ る。
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7全 体 プ ロ ジ ェク トの コス ト見積 り

1.

2.

3.

合 計

デ モ ンス トレー シ ョン'プ ロ ジ ェク トの コス トの構 成 は 次 の通 りで あ る。

a)病 院 コ ン トロー ル ・シ ス テ ム

b)病 院の種 々 の作業 部門 間 の イ ンテ グ レーーシ ョンの流 れ

c)イ ンテ グ レー トされ た病 院情 報 シス テム(診 療 所 及 び保健 サ ー ビスを含 む)

d)診 療所 へ のDP導 入

e)連 結組 織 内 の医学 情 報 シ ス テ ム

f)超 地 域的 な医学 情 報 連絡 シ ステ ム

この経 費 が必要 とされ る期 間は,

分が投 入 され うる こ とが 予想 され る。

提案 され た促進 措 置 の正 確 な コスト見 積 りは,目 下 の と ころま だ行 なわれ て いな い。

以下 に示 す 数字 は単 に概 略の 見積 りであ る。

(単 位100万)

197]～1975年 の研 究 プロ ジ ェ ク トの コス ト(含:教 育)DM80

1971～1975年 技 術 開発 プ ロ ジ ェク トの コス トDM20

デ モ ンス トレ ーシ ョン ・プロ ジ ェク トの コス トDM100

DM200

M

M

M

M

M

M

D

D

D

D

D

D

6

14

40

5

30

5

プ ロジ ェク トの実 現 可 能に よ っ て い る。1975年 迄 この経 費 の約 半
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所 属 帯 出者 氏 名
返 却貸出 日

予定 日 返却 日
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